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議 事 日 程 
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開議 午前９時30分 

 

○議長（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて50

分といたします。 

  池田忠史議員を指名いたします。 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  おはようございます。 

  議長に御指名いただきましたので、一般

質問を始めさせていただきます。１番・池

田忠史でございます。よろしくお願いしま

す。通告書のとおりに質問をさせていただ

きます。 

  まず今年の１月の末に10年に１度の強烈

な寒波ということで各地で大雪が降りまし

た。交通機関等が乱れ、ＪＲ京都線では最

大10時間近くも閉じ込められるような事態

が起こりました。その日たまたま私も夜に

京都のほうへ向かいまして車で走っていっ

たんですけれども、京都縦貫道も９号線の

ほうも通行止めで、２時間ほどちょっと車

の中で粘ったんですが、解除されず断念し

て家に帰ったということがありました。も

ちろん豊能町でも３日ほどですか、連日雪

が降り続きまして、かなり雪が積もったと

思います。そこでまずお伺いします。豊能

町では毎年数回ほど積もるような雪が降っ

ていると思うんですけれども、雪の降る予

報や、あとまた雪が降った場合に豊能町で

はどういう対応をとっておられるのでしょ

うか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。それではお答えい

たします。 

  積雪の予報とか積雪が実際あった場合と

いうことでの豊能町での対応ということで

の御質問ですけども、まず勤務時間内にお

きましては、建設課の職員、道路管理者で

ある建設課の職員が庁舎内おりますので、

その都度臨機応変に対応しております。雪

が降って凍結したりとかする場合っていう

のは、大体夜間であるとか勤務時間外であ

る祝日とか休日であるという場合が多ござ

いますので、そういった場合の対応につい

ては、一応、12月の中旬、12月の初旬ぐら

いから３月ぐらいまでの３か月間ぐらいで、

１週間ごとに、課長を含めた建設課職員７

名がありまして、その７名で輪番制で１週

間ごとで対応するということで決めており

ます。その当番は、夜間などに積雪があっ

た場合、毎年６月から翌年５月までに、災

害とか、雪害も含めた災害等の緊急時とか、

道路上で損傷があった場合等で応急的に対

応するという業者を年間的に決めておりま

す。その年間工事業者が西地区と東地区あ

りまして、その業者に対してその当番の方

が融雪剤の指示を行っておるというところ

でございます。 

  担当者のほうの積雪情報の情報収集につ

きましては、夜間ですと役場の日直の方、

それから箕面消防のほうに当番の、個人の

携帯番号をあらかじめお伝えしておりまし

て、そちらのほうから積雪があったよとか、

凍結しておるよとか、そういった情報が入
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るようになっておりまして、夜間あと早朝

でもその連絡を受けれるという体制をとっ

ております。また、当日、担当の方も豊能

町のホームページの中で、西と東のほうで

カメラがありまして、そちらのほうを随時

確認しながら情報収集しておるというとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  そういった形で確認はされているという

ことなんでしょうけれども、では実際まく

範囲ですね。どこをどういうふうにまいて

おられるのか、その辺はどういうふうにな

っておりますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  道路の融雪剤の散布についてですけども、

それぞれ道路管理者がございまして、国

道・府道ですと大阪府の池田土木事務所、

本町のほうですと町道が道路管理を担当し

ておりますので、その町道については本町

のほうでまいておりますが、そのまいてる

範囲のほうですけども、比較的交通量の多

い、歩道がついてるような幹線道路であっ

たり、各地区にも主要な道路ございますの

で、それをメインに散布しておるという状

況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  一応、豊能町は町道がメインでまいてお

られるということなんですけれども、昨年、

ちょっと戻るんですけれども、ある住民さ

んから、町道で、ある程度人が通る道であ

るにも関わらず薬がまかれていないという

連絡がありまして、建設課のほうに連絡さ

せてもらったという経緯があります。実際、

業者とのやり取りがうまくいってなかった

のか、その辺は分からないんですけれども、

以後はまいていただいていたようなのでよ

かったと思ってたんですけれども、今年に

入りましてもまたその場所がまかれていな

かったというような連絡をいただきました

けれども、まく業者にどういう形でどこを

まくようにっていうようなこと伝えられて

いるんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  まず、議員のほうからお話があったとお

り、木代地区内の道路の関係で、その住民

の方々には昨年度と今年度、大変御迷惑を

おかけしたと思います。申し訳ございませ

ん。少しだけ状況を御説明しますと、昨年

度につきましては、散布してる業者さんの

ほうが、一応先ほど西と東のほうで年間工

事、災害、雪害を含めた災害等の場合、年

間工事で業者を決めるということでお話し

したと思うんですが、その業者さんには散

布する範囲も図面としてお渡ししてたので

すが、実際に散布する際、その業者さんの

ほうがその道路の路線を見落としておった

というところが分かっておました。今度は

また違う業者さんが請負でとられまして、

その際には去年の失敗も含めまして、見落

とすことのないようにということで実際は

徹底しておったというところなんですが、

議員のほうからもありましたとおり、今年

の１月24日からの26日、あと28日も結構雪

が降りまして、10年に一度の大寒波という

ことで、融雪剤の入荷が、去年度のストッ
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クそれから今年入ってから、すいません、

12月に入ってからも融雪剤は一応ストック

はしてたんですけども、それを全て使い切

って、ほぼ使い切ろうとしてたというとこ

ろでございまして、若干倉庫のほうにもあ

ったんですが、大体東地区であれば、１回

東地区全部まくのに100袋ぐらい、１袋25キ

ロなんですが、それが100袋ぐらい必要なん

ですけども、もう１回分は残しながら、ざ

っと残しながら、そういうのを見ながら、

在庫を見ながらまいていくというところで

して、雪の多さというところもあって結構

たくさんまいてたいうところもありまして、

実際その道路上で不足してた、まき足らな

かったいうとこについては、本町のほうか

ら極力、平坦なところはまく量を若干減ら

しながら、坂道とかカーブとか、そういう

ところを重点的にまくようにということで

指示しておったんですが、まいてた業者さ

んのほうからの情報では、その当該の木代

の道路について、そこにたどり着くぐらい

で手持ちの融雪剤が切れてしまったという

ことで情報を受けております。今後は、財

政的な制限はございますけども、天気の予

報なども参考に、融雪剤の早め早めの購入、

確保に努めていきたいと考えています。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  今回、池田土木事務所のほうも在庫を切

らしたようで、能勢のほうでは散布されて

いなかったというような話も聞いておりま

すので、予想外という表現はよくないんで

しょうけれども、準備していた以上に雪が

降ったということでしょうから、今後そう

いうことがないように、在庫の確保等を必

ずしていただいて、そういう連絡がこない

ような形でですね。木代に限らず、今回、

牧・寺田のほうもかなり雪が降って全然解

けなかったという話も聞いてますので、そ

ういうことがないように準備のほうをお願

いしたいと思います。 

  それで、雪自体は、豊能町は先ほども申

し上げたとおり毎年積もるような雪が少し

は降ってはいるんですけれども、今回のよ

うな雪はなかなかないのかもしれません。

ただ、昔は結構雪が降る予報があった場合

には、事前に融雪剤って言うたらいいのか

な、凍結防止剤って言うたらいいのかな、

まいておられたような気がするんですが、

最近というかここ数年、あんまりそういう

のをまいておられるような感じがしないん

ですけれども、その辺はどうなってるんで

しょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘のとおり、これまでというか

昨年までの融雪剤のまき方なんですが、最

近この数年については夜間に、議員御指摘

のとおり散布しまして、積雪が多い場合は

早朝にもさらに一回散布しているという体

制をとっておったんですが、このやり方で

すと、池田土木もこのやり方やってるんで

すが、積雪前のこの事前散布というのはい

わゆる空振りというのも発生するというこ

とで、財政的な事情もございまして、夜間

散布の実施を今年度から見送っておったと

いうことで、４月当初から考えておりまし

た。ただ、今年１月24日からの大寒波につ

いては10年に一度ということがありました

ので、そうしてしまうと多分、町域的には

混乱が起こるかなというところもございま

したので、この間につきましては以前の、

要は去年のパターン、夜間に散布して早朝

に散布する、さらに昼間でも解けてないと
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ころありましたらさらに、手まきですけど

もまいたりということで複数回散布したと

いうのが今回のやり方でございます。ただ、

２月15日にも雪がありまして、そのときに

は当初決めておった今年度のやり方、早朝

に１回にまた戻しておるというところです。

今後につきましては、大寒波などの大雪が

予想された場合には、そういった形での対

応になる、予算の範囲にはなりますが、そ

ういった対応の事前散布も検討してまいり

たいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  やはり雪が降って積もってってなると、

事故の原因になったり、あと家から出られ

ない方がということもありますので、でき

るだけ積もらないように事前に散布もして

いただいて対応していただければと思いま

す。 

  今回の大雪のような感じで、大雪で、１

回、２回、今先ほど３回ほどまいたとおっ

しゃってましたけども、それで日当たりの

いいところとかは解けやすいと思うんです

けど、なかなか解けない、そういう日の当

たりにくい場所等あると思うんですけれど

も、そういう場所は把握できているのかっ

ていうのと、またそういうところに対して

は追加の散布なり、もしくは量を多めにま

くなりっていうような対応はできているの

かお伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  業者のほうには、坂道とカーブの多い箇

所については多めに散布するようにという

ことで指示は、当初からしておるんですが、

議員御質問の日陰等とか解けにくい場所、

そういうことも把握してるかといいますと、

なかなか、ちょっと本町のほうではそこま

ではできてないというのが現状でございま

す。解けにくい場所については、地域の方

には申し訳ないんですが、各集会所などに

もあらかじめ融雪剤を確保というか保管さ

せていただいておりますので、有志の方の

御協力いただきながら散布していただけた

らなということで考えております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  もちろん豊能町全域で考えると、なかな

か全て把握してそれを対応するというのが、

町でっていうのはなかなか難しいのは分か

りますので、おっしゃることもとは思いま

すけれども、できるだけ把握できる範囲は

把握して、多くまくなりそこだけ回数増や

すなりという対応していただければと思い

ます。 

  雪に関して言いますと、実際、年々雪の

降る回数は減って、今回の先日のような雪、

もう10年、20年前であれば普通であったよ

うな雪でも、なかなか大騒ぎするような事

態になってきていて、皆さんが雪に対応す

る能力が弱くなってきているというところ

もあるとは思います。10年、20年前、私の

子どものころでしたら、あれぐらいの雪で

したら普通に毎日のようにありましたので、

それでも皆さん生活はされていたと思うん

ですけれども、やはり年がたつにつれ、も

ちろん雪自体が少なくなって弱くなってる

のもありますし、やはり住んでいる方自体

がちょっと年を取ってこられて、やはり雪

かきがちょっと大変になってきたりとか、

そういったこともあると思います。今後も、

この10年に１度の大雪が毎回降るわけでは
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ないんでしょうけど、少し雪が多めに降っ

たりとかそういった場合、今後も高齢化が

進む中で個人での除雪が厳しいっていうよ

うな状況が出てくると思うんですよ。場合

によっては家から出れなくて孤立化するよ

うなことも出てくるような可能性もあると

思うんですけれども、豊能町としてはそう

いった場合にはどういう対応を考えておら

れるんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  例えば豪雪地帯では、高齢者世帯など自

ら除雪作業を行うことが難しい世帯を支援

するために、例えば自治会等の地域コミュ

ニティによる共助であるとか、地域内外の

ボランティア等の協力を得た取組が行われ

ている地域があるというふうにお聞きして

おります。豊能町の高齢化世帯はどんどん、

今後、高齢化が進み、そういった世帯も増

えてくるということは当然認識しておりま

す。今後、地域のコミュニティにおきまし

て、例えば大雪の場合に外出が困難な世帯

もあるというふうな形、そういったことも

認識を共有していただきまして、例えば除

雪等に係る支援についても地域のコミュニ

ティにおいて御尽力いただけるように、町

としても啓発等を行っていく必要があると

考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  すみません。先ほどちょっと答弁した内

容で若干訂正がありますので、この場をか

りてさせてもらいます。 

  先ほど東区で、100袋ほど、１袋25キロの

やつが100袋まいてると説明したんですが、

それについては以前の手まきでやってた時

期の話でして、最近この５年間ぐらいは機

械まき、自動まきに変わっておりまして、

要は運転席からそのまま自動でまくような、

融雪剤を落としていくような体制になって

まして、それになってからは均等にまける

ようになりまして、それからは60袋くらい

に若干落ちておるというところですので、

ちょっと訂正させてもらいます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  その自治会とか、そういう協力っておっ

しゃっているんで、豊能町では災害に備え

て自主防災組織という組織も備えておられ

ると思うんですね。そういったところにも、

今後、規約の中にどういう内容で、地震だ

けなのか地震大雨なのか、規約の中で決め

られてる範囲があると思うんですけれども、

いろいろな災害、これから大雨地震以外に

も、今回の雪にもしてもそうですけども、

そういったものを含めて対応できるような

内容で自主防災組織も備えていけばいいか

なと思うんで、また今後そういうお話もし

ていただければと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁はよろしいですか。 

○１番（池田忠史君） 

  じゃあすみません。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町には自治会が14自治会、現在ござい

ます。そのうちの９自治会において自主防

災組織が設立されております。残りの自主

防災組織が設立されていない５自治会にお

いても消防団が組織されておりまして、こ

れらの組織を中心に防災・減災について取
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り組んでいただいております。今後は、先

ほど池田議員おっしゃったように、そうい

った今までにないような防災の観点という

ことも幾つか出てくるかと思います。今後、

先ほどの雪の面も含めまして、そういった

啓発行っていけるように努力したいと思い

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  それでは次の質問に移らせていただきま

す。 

  ６月の一般質問でもお伝えしましたが、

農業従事者の高齢化が進み農業人口の減少

が問題となっております。豊能町でも高齢

化が進み、その若い世代が町外へと移住を

し、跡を継ぐという家庭が減少している傾

向にあります。今回、稲作についてちょっ

とお話しさせていただこうと思いますけれ

ども、稲作で今、作っておられるところの

ほとんどが赤字で作っておられるんですね。

田んぼを維持していかないといけないとい

うことで、皆さん赤字でも作っておられる

ということになっているんですけれども、

私の知り合いの人で、実際お米を作るのに

どれぐらいお金かかってるのか計算した人

がいまして、お米30キロ作るのに、農機具

を買ったり、人件費って本人が出て草刈り

したりとかいうのも含めて、30キロで約３

万円ほどになるそうです。皆さん御存じだ

とは思いますけれども、お米、一般的に30

キロの米買って、値段差はありますけども、

大体１万円ぐらいあれば十分買える金額だ

と思うんですね。これ２万円以上、余分に

かかって、それでもお米作っておられるわ

けですよ。なかなかそういう中で皆さんが

作っておられるということは御存じなく維

持しておられるんですね。また、これは全

然違うお話ですけれども、秋田県のほうで

お米を作っておられる農家さんに、稲作で

どれぐらいの収支が出ているかっていうア

ンケートをとられた結果がありまして、そ

の中で、大体黒字になる転換点っていうの

が５ヘクタールから10ヘクタール稲作され

てる方で何とか黒字に転換しているという

ようなアンケートの結果が出ておりました。

豊能町では５ヘクタール、10ヘクタールを

みんなが作ってるかっていったら、そんな

規模でとてもじゃないけど作っておられる

ところはなくて、個人の小規模で作られて

るとこが多いと思います。そういったとこ

ろに豊能町として何らか補助金を出すとか、

ほか、何か国からの補助金が、いろいろ調

べてみたんですけど、国・府からの補助金

はほとんどないようなんですけれども、そ

ういったものがあるのかとかいうのは、御

案内とか対応とかはしていただけてるので

しょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘の問題につきましては全国的

な問題ということで、本町のほうでも認識

しております。６月議会のほうでも質問が

あったとおり、私のほうからお答えしたと

おり、最近は個々の農業経営ではなくて、

農地を集約・集積して、そういう新たな形

態、例えば大規模農家さんとか農業参入企

業さん、そういったものにゆだねる方法が

主流になりつつあるということは、前回、

お伝えしたと思います。そういった中、令

和４年５月に、農業経営基盤強化促進法と

いう改正がありまして、その中で将来のそ

の地域農業の在り方を明確にする、人・農

地プランをこれからは地域計画へと名称変

更をするという改正がございました。この
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地域計画というものですが、農家の全農地

について一筆ごとに、今後の農業経営につ

いて具体的にその後継者の有無とか今後の

農地の利用意向、例えば継続的に耕作して

いくんであるとか、誰かに貸したいとか、

売りたいとか、そういったものに関するア

ンケート調査をこれから実施して、その情

報を地図上に全て落として見える化してい

くというものでございます。その図面をも

とにそれぞれの地区、例えば木代とか川尻

とか、そういった地区ごとに、今後のこの

５年から10年の地域農業についてどうある

べきかっていうことについて話合いを各農

家さん通じてやっていくと。先ほど言って

たように、そのまま農業を続けていくのか、

農地を集積とか集約していきながら、農業

の参入企業さんのほうにゆだねていくとか、

そういったものを検討していくというもの

が地域計画というものでございます。法律

では来年度の令和５年から２年間、令和６

年度末までを、この地域計画を策定しなさ

いということで通達が出ておりますので、

そして国のほうの補助金もあるということ

ですので、そういったものを本町のほうで

も活用しながら、豊能町の今後の農業の在

り方について、これから今、準備を進めて

おるというところでございます。 

  それから農家さんに対する補助金がある

のか、なかなか難しいというお話でしたけ

ども、ちょっとなかなか、するに当たって

補助金っていうものが、新規の就農に関し

てはいろいろと、機械もその援助とかもあ

りますし、本町のほうでも若干ですが補助

金あるんですけども、赤字を完全に解消す

るぐらいの補助金があるかといいますと、

なかなか難しいところでございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  もちろん６月のときにもお伺いしたとお

り、圃場整備であったりとか集約化という

お話はもちろん分かっていますけども、で

きないようなところ、もしくはしないよう

なところもあった中での、作られてるとこ

ろもありますので、今お話聞いたように、

そういう促進法があるんで計画されるんで

あればそれをちょっと見てから、今後皆さ

んがどうしていくのかというのを判断して

いくのもいいかなとは思いますので、進め

ていただければと思います。 

  お米、実際作っておられるところを、作

らないと駄目なので作ってはおられるんで

すけれども、実際、だったら作った量のお

米っていうのが自分ところで全部消費する

量以上に大抵作られているところが多くて、

実際、余ったと言ったら変ですけど、余分

な分は農協で買い取っていただいたりとか、

あと知り合いの人に譲ったり売ったりとか

いろいろされてると思うんですけれども、

豊能町の米って結構おいしいんですよ。な

のでその豊能町の米をもっと周りの地域の

人たちであったりというところにアピール

するということで、そうやって作られた方

のお米を外の方にいっぱい食べてもらうよ

うに、そういった米を作っておられる方と

お米を欲しいと思っている方とをつなげる

ような、今よくはやりのマッチングと言わ

れる、何でもよくマッチングと言われます

けど、そういったようなサービスを豊能町

で提案して、お互いをつなげてあげるよう

なことをしてみてはどうかと思うんですけ

どいかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 
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  本町のほうでは農家さんから直売所とい

うことで志野の里を設置して、農産物の販

路拡大を現在図っておるというところで、

お米についても販売を行っております。今、

議員御提案の稲作農家とお米を買いたい人

のマッチングについてですけども、例えば

新規就農者に対しても志野の里を通してね

というところで、今現在進めておりますの

で、そのお米をアピールするようなマッチ

ングのシステムについては現在のところは

考えていないというところです。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  その作られた農作物を志野の里等で販売

されているのはもちろん存じ上げています

けれども、豊能町全体でいうとそこに持っ

てきて販売されてる方の人数というのは知

れてるんですよ。ですのでもしそれ以外の

方でも、農協で買い取っていただいている

のでありがたいことではあるんですけれど

も、やはり売買する上で農協で買い取って

いただく金額というのが通常売買される金

額に比べて少し低くなってしまいますので、

そういうことで農家さんの利益の足しに少

しでもなればと思いますので、そういうの

も御検討いただければと思います。 

  今、先ほどからも述べたとおり、高齢化

が進んでいく中、また農機具等一通り全部

そろえると約1,000万円ほどかかると聞いて

います。米を作るのに一通りですね。そう

いうのは今までずっとやってこられた方が

頑張ってやってこられたんでしょうけれど

も、若い世代に、なかなかこの収入が少な

い時代にやっていくにはかなり厳しい時代

になってきていると思います。そこで、例

えば牧地区であれば圃場整備したときに一

緒に組合というか組織を作られて、皆さん

で協力してっていうようなことで動かれて

ると思うんですけれども、小さい田んぼと

かを作っておられる方を複数軒まとめて、

何か協力してそういう活動できるような活

動組織的なものであったり組合組織的なも

のを設立して、皆さんの負担をちょっとで

も軽減できるような、そういったこともあ

ると思うんですけれども、そういったよう

なことの情報提供みたいなものは豊能町で

はされていないんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほども回答したとおり、令和５年から

６年度におきまして地域で検討していく地

域計画の中で今後の営農について検討して

いくことになっております。その中で地域

で営農法人等設立の話がございましたら、

その都度ホームページ等で情報提供をして

いきたいと考えております。また、それ以

外でもそういった地域計画以外の中でもそ

ういう地域の農業の担い手等の農業の参入

を希望される企業等がございましたら逐次

情報提供していきたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  今後も情報提供のほうがあればいろいろ

としていただければと思います。では次に

移らせていただきます。 

  今年度より東地区では小中一貫教育の前

段階として、小学校の５・６年生が中学校

校舎に通い、小中一貫教育の段階的な開始

がされておりますけれども、今年１年間、

小学校５・６年生が中学校に通ったという

ことで、状況的なものはどうなっているの

かお伺いします。 

○議長（管野英美子君） 
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  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  おはようございます。私のほうから御答

弁させていただきます。 

  今、池田議員さんのほうから御質問があ

りました、小中一貫教育校が開校して何が

変わったのかというふうなお話でございま

すが、子どもたちの意識そして先生方の意

識が変わったということが挙げられるとい

うふうに思っています。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  本当であれば５・６年生といえば最高学

年で、小学校では最高学年で、低学年の人

たちを見る機会があった部分が、中学校舎

に通うことによってまた低学年になってし

まった、言い方は変ですけど、そのため今

までとは違う環境になったことは、私とし

ては少し残念に思います。ただ、どこかの

タイミングで変わるタイミングのときには

そういうことが起こるということなので、

今回、その子どもたちができなかった代わ

りに違う経験ができたと思ってますので、

その辺はそれでよかったところもあるんだ

ろうなということで思いますので、今後、

令和８年に向けていろいろと課題も出てく

るとは思いますけれども、進めていただけ

たらと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、池田議員のほうからお話がありまし

たように、６年生が最高学年というふうな

ところでのリーダーシップというのは少し

薄れたかもわかりませんが、その代わり前

期学部の一番上である４年生、これが最上

級生として下級生をリードし、児童会活動

やあるいは児童朝礼などで本当に意欲的に

頑張ってくれているということが挙げられ

ると思います。また、７年生が例えば５年

生に顕微鏡の授業で教えるということで、

７年生が今までやってきたことを自分たち

が復習しながら５年生に顕微鏡を指導する。

これは私も見せていただきましたですけれ

ども、とても一生懸命、どちらも一生懸命、

７年生も５年生も本当に一生懸命授業に集

中して、顕微鏡のことをお兄ちゃんお姉ち

ゃんから教えてもらってるんだという意識

で、両方とも集中して授業に取り組めてた

ということが挙げられると思いますし、５

年生・６年生が中学校校舎に移りまして、

教育委員さんの学校訪問がこの間、２月に

あったんですけど、その前の年の子どもた

ちの様子と比べて、本当に子どもたちが授

業に集中して取り組めるようになったなと、

そこのところはすばらしいなというような

感想もいただきました。そんなところでま

だ課題はたくさんあると思いますけれども、

一つずつ小学校と中学校、前期学部、中期

学部、後期学部、小学校校舎と中学校校舎

の教育活動ありますけれども、一つずつ課

題をくぐり抜けて連携しながら取組を進め

ていけたらというように思っております。

どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  それに関わることでもあるんですけれど

も、全国の学力学習状況調査が今年、コロ

ナの影響で去年はなかったんですか、おと

としがなかったかな、なんですけど、大阪

府は全国平均を大きく下回っておりまして、

豊能町も数字自体はもう今出てないんです

けれども、各学校のページのほうを拝見さ

せていただくと、ほぼ大阪、全国平均とか
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大阪の平均ぐらいというような感じの捉え

方ができると思うんですけれども、昔は豊

能町といえば、学力でいえば大阪府下では

トップクラスの学校だったんですよね。そ

れが年々なのか急激なのかは分かりません

けれども、学力がかなり落ちてきていると

思うんですけれども、その辺については何

が要因だというふうにお考えでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  子どもたちの学力の状況でございますが、

今、池田議員さんのほうからありましたよ

うに、平成20年代の前半と比べまして、平

成20年代後半から子どもたちの学力は低下

傾向にあるというように把握しております。

その原因というんですか、その要因は二つ

あると考えております。一つは子どもたち

の課題にどう対応していくか、授業改善と

いうふうな内容だと思います。それからも

う一つは子どもたちの学習意欲や学習習慣、

これをきちんと身につけていくこと、この

二つが挙げられるというように思っており

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  昔に比べると今は結構塾に通ったりとい

う子どもも多いと思うんですよね。にもか

かわらずそういった感じの学力の低下って

いうのは何なのかなっていうところはある

んですけれども、先ほどの昔の話じゃない

ですけれども、学力が高い学校があればそ

この学校に通わせたいということで外から

の子ども連れの家庭の転入等も、昔は実際

あったって聞いてますし、今後もそういう

ことも考えられると思いますので、もちろ

ん学力だけが全てではなくて、いろいろな

経験ができることももちろん大事なんです

けれども、その中の一つとして学力もやっ

ぱり大事なところだと思いますので、ある

程度そういう要因として考えられるという

ことがあるんであれば、学習習慣とかは御

家庭の問題にもなってくるのかもしれませ

んけど、改善するような方法を考えて対応

していただくようにお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  二つ要因があるというように申し上げま

したですけれども、全国学力学習状況調査

は平成19年度から始まったものでございま

す。全国の公立、私立ほとんどの学校で実

施をしておりますので、一つの物差しとし

て受け止めていく必要があるというように

思っております。その一つの授業力の、指

導力の改善につきましては、その分析結果

を学校と事務局が持ち寄りまして、それで

教頭会のほうで中学校区で課題共有を図り、

授業改善につなげるようにいたしておりま

す。ここ数年の分析結果から、小学校６年

生では学習意欲の向上や基礎基本の定着、

活用力の育成が課題となっております。中

学３年生では文章や情報を読み取り自分の

考えを書く、説明するなどに課題が見られ

ます。このような課題に対応するために平

成29年度から学力向上プラン、これを策定

し、共通しての課題である文章を読み取る、

説明する力、これの育成については研究学

校を設け、研究発表会や研修会等で他校へ

の情報発信も行い、授業改善、指導力の向

上につなげております。 

  もう一つのほう、家庭での学習習慣、こ

れをどうつけていくか、もちろん家庭での

課題ということですけれども、学習状況調

査から分析しますと、家に帰ってＳＮＳ、
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ゲーム、テレビに費やす時間が小学校高学

年から中学３年生まで大体４時間から５時

間、これが半数近くを占めてる。その割合

は年々増加してきております。この対応に

つきましては学力向上プラン、先ほど申し

上げました。次年度から全小中学校で自学

ノート、一人勉強ノート、こういう大学ノ

ートをそれぞれ小学校１年生から中学３年

生まで全ての学校で用意して、それで家に

帰って自分のやりたい勉強をやるんですが、

授業の後に必ず振り返りの時間を設けよう、

そして終わりの会などでは今日習ったこと

を振り返って家に帰って勉強することを考

えよう、そしてその内容をこの一人勉強ノ

ート、自学ノートにやっていこうという取

組、もう既に小学校３校では今年度から始

まっておったんですけれども、全校でやろ

うということになりました。そして町長の

所信表明にもありました、位置づけていた

だきました、地域の方々の協力も得て放課

後の教室を活用して子どもたちの基礎学力

の定着を図る。放課後の教室で宿題じゃな

しに自学ノート、自分でやりたい、その日

に習ったことを中心にやろうということで

ございます。そういうふうな取組をこれか

ら全ての学校で取り組んで子どもたちの学

力向上につなげていきたいというように思

っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、池田忠史議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は、午前10時30分といたします。 

（午前10時20分 休憩） 

（午前10時30分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  皆様、おはようございます。 

  議長より御指名いただきましたので、７

番、公明党、永谷幸弘の一般質問を通告の

とおりさせていただきます。 

  まずは、上浦町長におかれましては御当

選おめでとうございます。よろしくお願い

いたします。 

  昨日のＷＢＣの日本対メキシコの準決勝、

劇的なサヨナラ勝ちをおさめました。何事

も最後まで諦めてはいけないということを

教えられたドラマでもありました。私の座

右の銘は、継続は力なりでございます。こ

れからも何事も諦めずに粘り強く進めてい

こうと決意した次第でございます。今現在

決勝をしておりまして、３対１で日本が勝

っておりますので、この流れで勝ってほし

いなという個人的な意見でございます今、

勝っております。 

  さて、理事者におかれましては、町民の

暮らしの向上や安心・安全なまちづくりの

ための積極的なまた具体的な答弁をよろし

くお願いいたします。 

  それではまず通告書１点目の子育て支援

の拡充について質問いたします。 

  国の想定を上回るペースで少子化が進み

まして、社会機能の維持が懸念される中、

公明党の山口代表は、子ども・子育て支援

は我が国の隠れた安全保障と訴え、その拡

充に総力を挙げております。戦後の日本人

の出生数を概括しますと、第１次・第２次

ベビーブームという二つの山を経た後は、

半世紀にわたって減少の一途をたどってき

ました。2022年には初めて80万人を割り込

むと見られまして、加藤厚労相も77万人前

後になるのではないかと述べております。

国立社会保障人口問題研究所の日本の将来

推計人口、これは2017年推計でございます

けれども、現在の傾向が続けば65年には人
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口が約8,800万人、出生数が約56万人になる

としております。将来の見通しは厳しい状

況でございます。また、２月16日に行われ

ました衆議院予算委員会の中央公聴会では、

公明党推薦の京都大学大学院の柴田教授か

らは、これまでの出生数を見ると25年頃ま

でがラストチャンスではないかと。今後数

年間で非常に大胆な政策、制度を変更しな

ければ、結婚や出産が増えることはかなり

難しいと訴えられております。また、明治

大学の金子特任教授は、少子化や人口減少

は国難とも言われるが、事態はもっと重い

と。人口問題は地球環境問題と並ぶ21世紀

世界が直面する文明の危機と言っても過言

ではないとおっしゃっています。そして今

の産み方が続くと、半世紀ほどの間に現在

ある家系の４割程度が消えるとも言われて

おります。少子化対策に求められる視点に

つきましては、あくまで人々が望む結婚や

出生の妨げを取り除き、生きにくさを解消

することが主眼であると。子どもを産んで

もらうではなくて、家族生活の負担を軽減

し応援することを目的に、家族支援や若者

支援、ワーク・ライフ・バランス、仕事と

生活の調和の確保など、現役世代の福祉向

上に集中し全力を注ぐべきだと。そのため

には他の世代の理解と協力が欠かせないと

も言われております。 

  １点目の質問に入りますけれども、新生

児聴覚検査の導入につきましては平成28年

６月の定例会議で初めて質問してから約７

年を迎えようとしております。生まれつき

聴覚に障害のある先天性難聴の新生児は

1,000人に１人から２人の割合で聴覚障害を

持って生まれてくると言われております。

聴覚障害を早期に発見して適切な支援を行

えば聴覚障害による影響は最小限に抑えら

れまして、コミュニケーションまた言語の

発達が促進され社会参加が容易になると言

われております。つまり早期に発見して早

期から補聴器とか人工内耳などの治療をす

ることは、その後の療育にも影響するとい

うことでございます。逆に発見が遅れると

言葉の発達も遅くなりまして、コミュニケ

ーションに支障を来す可能性があるとも指

摘されております。新生児聴覚検査を受け

た子どもは早期療育に至る確率が受けてい

ない子どもよりも20倍も高く、コミュニケ

ーション能力は３倍以上も上昇するという

研究結果も出ております。このような医学

的エビデンスに基づきまして、2012年度か

ら母子手帳に結果を記載する欄が設けるな

ど、国も積極的に推奨し、検査費用は地方

交付税により財源措置の対象となっており

ます。また厚労省からも全自治体に公費助

成の導入など受診を促す対応を求める通知

も出ているところでございます。費用は１

回当たり5,000円程度で、中には費用面が壁

になって検査を受けないと判断するお母さ

んもいらっしゃいます。人とのコミュニケ

ーションは孤立を防ぎその後の人生を大き

く左右します。だからこそ私は、早期発見

が重要であるとこれまでも要望してまいり

ました。昨年６月定例会議の一般質問にお

きましては担当部長からは、来年度、５年

度の実施の方向で内部的に調整いたします

との答弁をいただいております。町長が代

わられたこともございますので、再度、上

浦町長の御見解を伺いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  この件につきましては私が部長の当時、

何度か議員とやり取りをさせていただいて、

あまり前向きなお答えができなかったこと
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を覚えてございます。それから月日がたち

まして、今、いろいろなことで情勢が動い

ておるというのは認識をしてございまして、

一つは大阪府内の市町村での状況について

も動き出してるということがございます。

ですのでお尋ねの新生児聴覚検査の検査費

助成の実施につきましては、次回の肉付け

の予算で前向きに検討をしてまいりたいと

考えてございますのでよろしくお願いいた

します。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  次に、３歳６か月健診の視力検査に屈折

検査の導入については令和３年12月定例会

議の一般質問で初めて取り上げさせていた

だきました。また令和４年６月定例会議で

も質問させていただいております。昨年６

月定例会議の一般質問におきましては担当

部長からは、来年度、５年度のスタートで

考えていますとの答弁いただいております。

この点についても上浦町長の御見解をお伺

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  その点につきましても今までの経緯もご

ざいます。３歳６か月児健診における視力

検査の屈折検査ですかね。これの実施につ

きましては、先ほどの件と同様でございま

すが、肉付け予算のときに前向きに検討さ

せていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  次に３点目ですけども、乳幼児等医療費

助成制度の所得制限の撤廃についてでござ

いますけれども、本町では平成27年７月１

日に乳幼児等医療費の助成年齢を18歳まで

を引き上げる制度が、改正が行われました

が、通院・入院とも所得制限を設けてござ

います。私は府内市町村の所得制限の状況

を踏まえまして、平成30年６月定例会議の

一般質問で所得制限の撤廃を訴えました。

そして大阪市が昨年の10月に、親の所得に

応じて一部助成している12歳から18歳の医

療費について、来年度、令和５年度から全

世帯を対象にする見通しを明らかにしてお

ります。大阪市は現在18歳以下の医療費を

自己負担額が１日最大500円となるように助

成、うち12歳から18歳は親の所得が基準以

下の世帯に限定しております。このように

令和５年度から大阪市は所得制限を撤廃し

ます。その結果、府内では本町だけが所得

制限を設ける自治体になるわけでございま

す。今後の転入増加並びに出産を希望する

夫婦が安心して産み育てられるように、令

和５年度より所得制限を撤廃するべきでは

ないかというふうに私は質問しました。担

当部長のほうからは、総合まちづくり計画

の基本施策として、安心して子どもが産め

る環境づくりを目指すために、所得制限の

撤廃については早急に検討いたしますとの

答弁いただいております。この件について

上浦町長の御見解を伺います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  この件につきましては、私が担当部長で

あったときは18歳まで拡充をさせていただ

いて、所得制限があったものの、まだ豊能

町がちょっと一歩、先行ってたかなと思っ
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ておるんですけれども、いつのまにか府内

の市町村がそこに追いついてきたと。さら

に所得制限についても撤廃してきたという

ようなことでございまして、先ほど議員が

おっしゃいましたように、一歩先んじてた

豊能町がそこに追いつかれて追いついてい

かなければならないというような状況にな

ったのはたしかだと私も改めて認識をして

ございます。ですので令和５年度の医療証

の更新、７月更新なんですけれども、それ

までに所得制限、これの撤廃につきまして

は前向きに検討させていただき、早い段階

で条例改正や補正予算に取り組んでまいり

たいと考えてございますのでよろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。よろしくお願い

いたします。 

  それでは次に通告書２点目の補聴器購入

費の助成について質問いたします。 

  日本老年医学会によりますと、加齢によ

って起こる加齢性難聴は一般的に50歳頃か

ら始まりまして、65歳を超えると急に増加

すると言われております。その頻度は60代

後半では３人に１人、75歳以上になると７

割以上が発症するとの報告もございまして、

誰もがその可能性を有している課題という

ことでございます。2015年に厚労省が策定

しました認知症対策の新オレンジプランで

は、難聴が認知症の危険因子の一つとして

挙げられております。また2017年のアルツ

ハイマー病協会国際会議においては、認知

症の約35％が予防可能な九つの要因により

起こると考えられております。その中では

難聴が最大のリスクであるというふうに発

表されておりまして、難聴により脳に入っ

てくる情報が少なくなることが脳の機能低

下につながり、うつ病や認知症につながる

とも指摘されております。補聴器は生活の

質の維持だけではなくて、円滑な会話を助

けることで認知症やうつ病の予防にも効果

があると言われております。身体障害者手

帳、聴覚障害者の対象とならない18歳以上

の軽中等度難聴者、両耳の聴力レベルが30

デシベル以上か、医師の診断で補聴器装置

の必要性が認められた人に、補聴器購入費

の半額、上限３万円と考えておりますけれ

ども、これを助成してはいかがでしょうか。

よろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  おはようございます。お答え申し上げま

す。 

  本町におきましては、聴覚に障害をお持

ちの方で身体障害者手帳を所持されている

方に対しまして、補装具といたしまして補

聴器の購入費の助成を実施してございます。

これにはポケット型、耳かけ型、耳穴型、

骨導型など、申請者の障害の程度や生活状

況に応じまして、医師の処方箋に基づきま

して大阪府の判定後、支給をさせていただ

いておりまして、助成費用もそれぞれの種

類により上限額が決まってございます。御

本人様の御負担につきましては、非課税世

帯の方では上限額まではございません。課

税世帯の方につきましては上限額の１割と

いうふうになってございます。現在、聴覚

に障害をお持ちの方の身体障害者手帳の所

持者数でございますが、昨年の12月末現在

で96名、そのうち65歳以上の方が81名、約

85％でございます。75歳以上が71人、74％

でございまして、うち、先ほど申し上げま

したこの制度を御利用いただいている方に

つきましては76人の８割程度でございます。
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お尋ねの身体障害者手帳、特に聴覚障害を

お持ちの方の対象とならない18歳以上の軽

度の聴覚に障害をお持ちの方への補聴器の

購入補助制度については、現在、私ども行

ってございません。今後につきましても対

象者の増加が見込まれるため、町単独での

助成事業としては現在のところ難しいとい

うことで考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  これについては、この周辺のところの自

治体を見ましても、なかなかこの補助制度

は実現されてないという状況でございます

ので、今後、国の動向も注視しながら、効

果的な支援の在り方について引き続き検討

のほどよろしくお願いいたします。 

  それでは、通告書３点目の、保育施設等

における使用済みおむつの処分について質

問いたします。 

  これは誰もがお世話になったことのある

おむつの話題でございまして、保育所で使

用済みのおむつを保護者に持って帰っても

らう謎ルールということで、何で持って帰

らなあかんのかということが一般的にはび

こっておりますけれども、これはコロナ禍

による感染対策意識の高まりもございまし

て、そういう疑問の声が反対に、何で持っ

て帰らなあかんのという、それがたくさん

出ておりまして、また全国でも見直しの動

きも出ております。我々公明党の議員間で

もいろいろな情報が入っておりますけれど

も、関西のほうでもかなりたくさんの自治

体のほうで、保育所のおむつの持ち帰りが

なされております。最近の民間の調査では、

使用済みのおむつを保護者に持ち帰っても

らうことがある自治体は、公立保育所のあ

る自治体のうちの４割を占めておるという

ことでございます。それは分かりました。

健康状態のチェックなど理由にして続いて

おりますけれども、保育所には子どもごと

におむつの箱が並んでいまして、まず保護

者がおむつに名前を書いて持っていきます。

そして保育園ではおむつを替えると、子ど

もごとにその箱で保管して、お迎えの時間

に渡すと。私の孫も豊中に住んでおりまし

て、娘、孫住んでおるんですけれども、毎

日持って帰ってます。その持って帰る途中

にまた買物とか行ったりするんですね。そ

れがなかなか苦痛であると。荷物もいっぱ

いありますので、衛生面でもいろいろな問

題あるんですけれども、そういう状況で、

現在はお迎えのときにそれぞれ持って帰っ

てるという状況ですね。豊能町はどうなの

かなということで改めて疑問に思ったんで

すけども、そこでまず本町の保育所等にお

ける現状についてお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  おはようございます。お答えいたします。 

  現在、本町の保育所、認定こども園、幼

稚園では、使用済みおむつは現在保護者に

お持ち帰りしていただいている状況でござ

います。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  そうですね。本町でもおむつを持って帰

っていただいている状況でございますね。

さっきも言いましたけれども、使用済みお

むつの持ち帰りは、親からすると仕事帰り

の荷物に加えて子どもとその荷物、そこに

使用済みのたくさんのおむつを持ち帰らな

いといけません。うちの孫の場合は２人行

ってまして、１人は今年小学校へ行きまし
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たので１人だけ行ってるんですけれども、

中には３人のお子さんを預けているお母さ

ん、大変ですよ、帰り。おむつも持ってか

ばんも持って、仕事してはりますから。そ

んな状況があるということですね。重いで

すし臭いも気になって、例えば電車やバス

で行ってる方はバスに乗りにくいと。また

買物に立ち寄れない。荷物に臭いがついて

しまったという実例もあるらしいです。で

は保育士さんはどうかというと、忙しい中

でおむつを替えるたびに子どもの箱を間違

えないように気をつけないといけない。ま

たそれでも時々間違えてしまって苦情を受

けるのがストレスだという、これは現状あ

るみたいです。豊能町は聞きませんけれど

も現実はそういうことがあるみたいです。

名前書いてますんでね。ですからそういう

ことがあるということですね。西日本や関

西は持ち帰りのところが多かったんですけ

れども、新型コロナの影響で見直しの動き

が現在出てるということを聞いております。

みんなが感染対策に取り組む中で排泄物を

長時間保管して保護者に持って帰ってもら

う。しかもほかの子のものが紛れ込む可能

性があるということにお母さん方から大変

疑問の声、私の娘も聞いてるんですけれど

も、何でなんという感じで聞きましたけれ

ども、そういう疑問の声が噴出しておりま

す。2020年のデータでございますけれども、

この１年足らずの間に大阪と兵庫で五つ、

奈良で九つの自治体がおむつの持ち帰りを

やめまして、保育所での廃棄を決めるなど

見直しの動きが広がっていますということ

ですね。厚労省が令和５年１月23日付、事

務連絡、こういうのを出してるんですけれ

ども、使用済みおむつの園処分の推奨につ

いてと題してこういう事務連絡を出してお

りまして、その中で「調査の結果、保護者

の負担軽減等を理由に、多くの自治体がこ

こ数年の間に使用済みおむつの処分を保育

所で行うよう方針を示しており、多くの保

育所で実際に使用済みおむつの処分を保育

所で行っていることが判明した。その際の

処分費用等の取扱いについては、園の運営

費の中で負担する場合や、自治体等の補助

を活用する場合のほか、保護者からの実費

徴収等により行われている（なお、事前に

保護者に対して実費徴収の使途や理由等に

ついて丁寧な説明をした上で保護者の同意

を得ることで、実費徴収とすることは差し

支えない）。」と、厚労省言ってるんです

けれども。「使用済みおむつの持ち帰りが

なくなることは保護者にとっては大きな負

担軽減になるとともに、保育士や保育教諭

にとっても使用済みおむつをこどもごとに

振り分ける業務がなくなることで、負担軽

減にもつながることから、保育所等におい

て使用済みおむつの処分を行うことを推奨

することとする。その際、保育所、幼保連

携型認定こども園、地域型保育事業所（居

宅訪問型保育事業所を除く。）において保

管スペースの確保や衛生面の管理が課題と

なる場合等には、「保育環境改善等事業」

（感染症対策のための改修整備等事業）に

より、使用済みおむつの保管用ゴミ箱の購

入等の費用の補助を行うことが可能である

ため、積極的に御活用いただきたい。」い

うことを言っております。「なお、使用済

みおむつの処分の方針にかかわらず、保育

所等においては、引き続き便の状態や回数

等を保護者へ伝える等、こどもの健康状態

等の共有に配慮をお願いしたい。」という、

こういう、先ほど言いました事務連絡にき

っちりとこの文章が書かれております。こ

ういう事務連絡がきてるということは当然

町にもきてると思うんですけれども、この

事務連絡があるのかどうか、把握されてい

るのかどうか、この点について伺います。 
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○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今、議員御指摘の国からの事務連絡、手

元にございます。なので本町といたしまし

てもこの使用済みおむつにつきましては現

在、保護者にお持ち帰りをしていただいて

おります。現在、保育施設では基本バケツ、

箱というお話ございましたけどバケツで個

人ごとに区別をして、間違いのないように

お帰りの際にお渡ししているという状況で

ございますが、事務連絡の通知にもありま

すように、保護者や保育士等の負担軽減に

もつながるものであると考えておりますの

で、今後、国の通知に基づきまして本町で

も処分のやり方を施設で行えるように検討

はしていきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  繰り返しになりますけれども、私の孫が

住んでいる豊中市、ここもやっぱり来月の

４月から保育園で処分することが決定した

そうです。当然娘は大変喜んでおりました。

先ほども紹介いたしましたけれども、使用

済みおむつの保管やごみの購入等の費用の

補助を行うことは可能であるということで

すので、この点について早急の御検討をよ

ろしくお願いしたいと思うんですけれども、

教育長、一言あればよろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  私のほうからお答えさせていただきます。 

  今、議員のほうから御指摘のありました

この使用済みおむつをどうするか、もう国

のほうからの事務連絡で改善するようにと

いうような話がまいっております。ただし

お金がやはりかかることでございますので、

その辺りのことにつきましては庁内で十分

調整しながら検討を進めてまいりたいとい

うように思っておりますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  国・府の補助制度もございますので、こ

の点については早急に御検討お願いしたい

と思いますのでよろしくお願いします。 

  それでは続きまして通告書４点目の留守

家庭児童育成室の現状について質問いたし

ます。 

  留守家庭児童育成室、我々のときには学

童という名称でよくなじんでるんですけど、

豊能町は留守家庭児童育成室という名称で

やっていらっしゃいます。放課後に家で子

どもたちを見られない場合に預けられる施

設で、子どもたちが安全に過ごせる場所と

して現在も使用されております。まず令和

４年度、この町内４小学校ございますけれ

ども、４小学校における学年ごとの利用人

数、これについてお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和４年４月１日現在の留守家庭児童育

成室の学年ごとの利用人数でございますが、

町内のまず４小学校全体での合計額で学年

ごとに申し上げますと、１年生では24人、

２年生では33人、３年生では16人、４年生

では９人、５年生では３人、６年生では６

人、合計91人でございます。学校別で申し

上げますと、東能勢小学校は１年生で６人、
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２年生で７人、３年生で５人、４年生でお

１人、５年生でお１人、６年生はおりませ

ん。合計20名でございます。次、光風台小

学校ですが、１年生で９人、２年生で９人、

３年生で５人、４年生で５人、５年生でお

１人、６年生がお２人、合計31人でござい

ます。東ときわ台小学校では１年生で３人、

２年生で10人、３年生で４人、４年生で３

人、５年生はおりません。６年生で３人、

合計23人でございます。吉川小学校では１

年生で６人、２年生が７人、３年生でお２

人、４年生はおりません。５年生でお１人、

６年生でお１人、合計17人でございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  次に令和５年度当初の留守家庭児童育成

室の学年ごとの予定利用人数でございます

けれども、これも町内の小学校４校につい

てお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和５年度当初の留守家庭児童育成室の

学年ごとの予定利用人数でございますが、

町内の４小学校全体の合計でまず学年ごと

に申し上げますと、１年生では37人、２年

生で24人、３年生で27人、４年生で11人、

５年生で５人、６年生でお１人、合計105人

でございます。学校別で申し上げますと、

東能勢小学校では１年生で10人、２年生で

７人、３年生で６人、４年生で３人、５年

生でお１人、６年生でもお１人です。合計

28人でございます。光風台小学校では、１

年生で19人、２年生で８人、３年生で８人、

４年生で４人、５年生で４人、６年生はお

りません。合計43人でございます。東とき

わ台小学校では１年生で５人、２年生で３

人、３年生で７人、４年生で２人、５年生

はおりません。６年生もおりません。合計

17人でございます。吉川小学校では１年生

で３人、２年生で６人、３年生で６人、４

年生で２人。５年生はおりません。６年生

もおりません。合計17人でございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  今、令和４年度実績と令和５年度当初の

予定利用人数をお聞きしまして、これ各学

校ごとに比較しますと、東能勢小学校は８

人増加の28名、光風台小学校は12人増加の

43名、東ときわ台小学校は６人減の17名、

吉川小学校は増減なしということですね。

特に光風台小学校なんですけど、31名から

12名増えて43名予定となることを今お聞き

しました。そこで光風台小学校にポイント

を当てたいんですけれども、現在の光風台

小学校の留守家庭児童育成室、この部屋数

は今どんな数なのかもし分かっておれば。

分かりますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  留守家庭児童育成室ですが、部屋の数、

ちょっとそれは今現在把握しておりません

が、延べ床面積は87.56平米でございます。

育成室はその中でということでございます。

あと５時までが人数多ございますので、現

在光風台小学校の普通教室１室を使用でき

る部屋をお借りして、そこで保育をしてお
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ると。５時以降は育成室のほうに移って保

育をしているという状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  突然に質問してすみません。87.56平米で

その中で入っていただいて、それ現在です

から31名入ってるんですね。夕方５時にな

ると人が減って小学校の校門の左にあるプ

レハブの建物、そこで残ってる方が移動し

てやってるという状況ですね。87.56平米で

今31名が入ってるんですけれども、12人増

えたらこの広さが本当に適切かどうかなん

ですけど、その点はどういうふうにお考え

ですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  現在、放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準というのがございます。

そこの11条の規定で支援の１単位は40名以

下にするということがうたわれております。

したがいまして43人、今、見込まれており

ますので２クラス、その時点、今は１室で

保育をしているという状況でございますが、

２クラスに分けて対応する必要があると考

えておりますので、今の小学校の１室で５

時までいただいておりますが、そこに例え

ば今の育成室も同時に、分けて保育をする

ことも検討するべきではないかと考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  そうやっていうたら今、１クラスで31名

入ってますので、42名に増えますので、取

りあえず２クラス、もう一つ増やして２ク

ラスにして、夕方５時以降になったら減り

ますので先ほど言うたように正門の左側の

ところへ入ってもらうでいいんですね。再

度お願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今、議員がおっしゃったとおりの考えで

運用していきたいと検討しておるところで

ございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  光風台小学校の今年の６年生の卒業生も、

１クラス人数少ないですけど２クラスあり

ましたね。そういうことを我々ずっと見て

まして、今の御配慮の答弁大変うれしく思

っております。よろしくお願いします。 

  それに伴いまして、もう１部屋借りると

いうことになりますと現場の責任者は校長

ですので、校長としっかりとお話をしてい

ただいてやらんとあかんと思うんですけれ

ども、もう１室借りるためには先ほどの設

備の云々という、今回の議案にも出てまし

たけれども、やっぱりクーラーとか設備に

ついてはしっかりとしたところの部屋を使

っていただきたいというふうに思っており

ます。例えば光風台小学校の職員室の近く

に相談室とかございますよね。あの部屋っ

てクーラーもあるしいろいろなことあると

思うんですけど、それは校長との話合いで

決まる話なんですけども、即使えるという

場所を、もう４月から始まりますので、こ

れからクーラーどうのこうのってまたお金

の問題が出てきますので、できたらそうい
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う、私のプランですけど相談室を借りたい

ということでそういうお話を校長としっか

り調整していただいて、即使えるような状

況、例えばの案ですけど、違う部屋もある

かもしれませんけど、即４月から使える状

況を我々はしっかりと子どものために環境

整備をやっていかんとあかんのかなと思い

ますので、その点をよろしくお願いしたい

んですけれども、教育長いかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  お答えいたします。 

  今、御質問のありました光風台小学校の

教室１室を学童保育のほうにというふうな

お話です。これは学校の、おっしゃいまし

たように運営等につきましては、施設等は

校長が掌握しておりますので、そこと調整

を進めたいと思います。やはり空調の入っ

ている教室、その使用状況も含めまして調

整を進めたいというように思っております。

４月からということでございますので、早

急に調整に入りたいというように思います。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  これは教育委員会だけの問題じゃないで

すよね。町全体として子どものお話ですの

で、教育力日本一という、教育力だけじゃ

なくってやっぱり子どもを育む精神、これ

が豊能町のいい面だと思いますので、これ

は町長、町全体のお話ですので、町長の一

言お伺いしたいと思いますのでよろしくお

願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  先ほど教育長が申しましたように、その

辺については確かに43ということになって

まいりますと二つ必要になってくるのでは

ないかなと思ってございますが、あとは部

屋とかそういう個々の問題については教育

委員会のほうでしかるべき対処をしていた

だきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  それに伴いまして支援員さんが今いらっ

しゃるんですけど、今、光風台小学校の支

援員さんは何名ですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  今、３名、支援員がおるということは聞

いております。２室運用でいった場合はさ

らなる動員が要るということも検討しない

といけませんので、その辺の確保もしてい

かなあかんということでは考えておる次第

でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ３名ということで、もう１室増えれば当

然増員が必要ということで、それが４名に

なるのかもしくは５名になるのか。例えば

の話ですけども２名の支援員さんで１室を

子どもの対応をやってるときに子どもがト

イレ行って連れていかなあかんと。そのと

きに１人しかいなくなるということはあり

ますので、偶数より奇数のほうがいいのか

なということは僕自身でもちょっと考えて

おるんですけども、できるだけ負担になら
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ないように御検討のほどよろしくお願いし

たいと思います。どちらにしましても新年

度まであと数日です。４月の入学式済んで

から即、この部屋のほうに入られるお子さ

んが出てきますので、子どもたちに本当に

いい環境を与えてほしいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

  それでは最後になりましたけども、通告

書５点目の乳幼児・児童用自転車ヘルメッ

ト購入費の助成について質問いたします。 

  改正道路交通法の施行によりまして４月

１日から自転車に乗る際のヘルメット着用

が年齢を問わず努力義務となります。現行

法においてはヘルメット着用の努力義務は

13歳未満の子どもが対象になりますけれど

も、これを全ての自転車利用者に拡大する

というものでございます。努力義務であり

ますので着用するかどうかは利用者の意思

にゆだねられますが、事故の際に命を守る

手段としてヘルメットは重要な役割を果た

します。実際のところ自転車の死亡事故の

うち最も多いのが頭部へのダメージが死因

となったケースでございます。また警察庁

の分析によりますと、ヘルメット着用時の

致死率は未着用時と比べて半分以下という

分析もございます。転倒や衝突など危険性

がつきまとう自転車を利用する際にヘルメ

ットがリスクを低減させるのは有効である

ことは明らかでございます。しかしながら

民間団体の調査では自転車利用者のヘルメ

ット着用率は全国平均で約11％にとどまる

ということでございます。改正法施行によ

りまして着用する習慣が定着することを期

待しておりますし、また、今回の努力義務

化を見据えましてヘルメットの購入費を補

助している自治体も出てきております。池

田市では昨年の話になりますけれども、生

まれた幼児に対しまして自転車ヘルメット

を無償配布しております。高石市でも令和

２年４月１日より小学校入学前の子どもに

対して購入費用の一部を補助しております。

また堺市、松原市、和泉市でも購入費用の

一部を補助しております。私は特に乳幼

児・児童を対象としてこのヘルメット、交

通事故がもしあった場合にそのダメージを

減らすために、町としても乳幼児・児童を

対象として購入費用の一部を補助してはど

うかと考えますが、これに対して答弁をお

願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘のとおり、自転車乗車中の交

通事故で亡くなった方の多くが頭部を損傷

したものによるものでございます。令和５

年４月１日付の道路法改正につきましては、

ヘルメットの着用が努力義務となるという

ことで、府内43市町村におきまして自転車

ヘルメット着用促進に関する取組について

は、現在、本町のほうで確認しておるだけ

では10団体が何らかの購入補助等を実施し

ているというところで承知しているところ

です。本町におきましては次年度、近隣の

市町村の動向も踏まえながら検討していき

たいと考えております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  早急に御検討よろしくお願いいたします。 

  これで一般質問を終わります。ありがと

うございました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、永谷幸弘議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。
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再開は午前11時30分といたします。 

（午前11時14分 休憩） 

（午前11時30分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  ただいま議長のほうから御指名をいただ

きました中川でございます。 

  この３月の定例会議の一般質問におきま

しては、専業主婦家庭の保育利用だとかデ

ジタル回覧板、こういった項目に関する内

容について質問を取り上げてございます。

どうかよろしくお願いを申し上げます。 

  では通告書ナンバー１の公共工事ですね。

これに関する質問から始めたいと思います。 

  この公共工事、こういったことにつきま

しては、過去にもこの公共工事の時期的な

偏り、こういったことを解消するために、

公共工事の発注だとか、また施工時期、こ

ういったものの平準化、こういったことを

提案をしてきましたけれども、その後どの

ような状況であるのか、まずこの辺りから

お伺いしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  国土交通省のほうでも公共工事の時期的

な偏りを解消するということで、公共工事

の発注、施行時期の平準化を進めておりま

すが、議員のほうからも平準化についての

御提案があったかと思います。これを受け

まして、大規模工事、小規模工事ではなか

なか、単年度で終わってしまうのであれな

んですが、大規模な工事におきましては予

算編成当初から、債務負担工事とか継続費

などでの工事の発注するということで検討

しておりまして、本町の取組の一つの一例

ではございますが、現在行っております光

風台大橋の修繕工事ですけども、こちらに

ついては工事期間としてはトータルで10か

月ほどにはなるんですが、今年度の５月議

会でも継続費、お認めいただきまして、２

か年事業としております。これは年度をま

たいだ工事でもあり、閑散期である４月か

ら６月に工事を施工していくということに

なりますので、平準化の取組の一つである

と考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  御答弁ありがとうございます。これから

も引き続き、この公共工事平準化に取り組

んでいただきたく思います。よろしくお願

いいたします。 

  さて、本日は、この公共工事におけるま

た別な角度、別な視点から質問をさせてい

ただこうと、このように思っております。 

  この公共工事は大小様々ではございます

が、どこかの企業が落札をされて、そして

工事を請け負っていくわけでございますけ

ども、この工事の内容だとかまた規模によ

っては、この落札された会社が別な会社、

いわゆる下請の会社に業務発注されること

も当然あろうかと思います。この下請の企

業にとりましては、資本金など会社の規模、

こういったものが小さい場合もあるため、

当然、資金繰りに苦慮されることも当然考

えられます。そういった意味で質問なんで

すけども、公共工事の入札時の判断基準、

こういったものに下請代金の支払に手形で

はなく現金で支払をする、そのような企業

に対して総合評価で加算する項目を追加し

ている地域、これは実は徳島市なんですけ

どね、そういった地域もございます。これ
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は豊能町でも参考にしてはどうかと思いま

すがいかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  下請企業への負担軽減を目的として、徳

島市が下請企業への現金払を入札の判断基

準の評価項目の一つとしたという取組を拝

見いたしました。この取組は、落札業者を

単に価格の競争のみで決定するのではなく、

工事の発注に当たり入札の参加者に技術力

の提案など各種の提案を求め、価格以外に

競争参加者の能力を審査・評価し、その結

果などを併せて契約の相手方を決定する方

式であります、総合評価落札方式による入

札を行う場合に行うものでして、徳島市の

場合はこの総合評価落札方式の対象として、

その評価項目のうち社会性という項目に下

請業者への現金払を項目として設けておる

ものでございます。この総合評価落札方式

は、工事の内容に応じて技術的な項目や社

会的な項目を設定し、評価を行うことによ

りそれを入札結果に反映させるもので、そ

れぞれの工事に応じた専門的な知識やノウ

ハウが必要となってきます。したがって本

町におきましては検討段階であるというふ

うには考えておりますが、現在のところこ

の総合評価落札方式の入札自体を行ってお

りません。下請企業の負担軽減策について

は検討する必要があるとは認識しておりま

すが、町の公共工事においてこの総合評価

落札方式を導入することは現在のところは

難しいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  やっぱりその下請の業者に対する配慮い

いますか、そういったことは大事やと私は

思ってるんですね。実は私もサラリーマン

時代、最終的には半導体の部門のいわゆる

技術者、エンジニアという形で終わりまし

たけども、その職場で初め、若い頃は営業

職とかあと資材部門、そういったところも

実際経験をさせていただいて、いろいろな

多種多様なそういう経験を積ませてもらっ

たんですけども、その資材部門にいてると

きだったかな。要はその取引会社、要は何

か材料購入しないといけないとか、何かい

わゆるものを作ってもらっておさめてもら

わないかんという、そのようなときに、相

手の会社の規模、そういった規模によって

はいろいろありました。当然、下請法とい

うか、そういう法律にのっとってではござ

いますけども、支払条件設定していったと

いう、そのようなことをやっておりまして、

そういった意味からもやはりしっかりとそ

の取引する相手の会社のことを考えて、支

払をしっかりとしていってあげなあかんと

いう、そのようなことは若いときにしっか

りとたたき込まれたというか、その職場で

ね。そういう経験もあったということもあ

りまして、今回の徳島市のこの事例といい

ますか、これは非常に大事なことやなと私

もつくづく感じた次第でございますので、

今すぐは難しいかもしれないけども、しっ

かりとこれからも豊能町、大きな工事出て

くる可能性当然あります。公共施設の再編、

そういったところもそうですし、もしかし

たら昨日おとついかな、所信表明の質問し

ましたけども、白紙撤回された道の駅、こ

れまた撤回するみたいなこともおっしゃい

ましたが、そういった部分でも何か大きな

工事が発生する可能性も当然ございますの

で、そういった意味で今後を見据えて、こ

れからもしっかりと検討をしていってあげ

たらどうかなと思いますので、引き続きよ

ろしくお願いを申し上げます。 
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  そうしましたら次の質問に移らせていた

だきます。 

  通告書のナンバー２、デジタル回覧板、

これについての質問に移ります。 

  現在、各地域の回覧板は印刷されたもの、

そういったものが回ってございます。ペー

パーによる回覧板では関係者全員への周知

に時間を要するとか、必要な情報を一斉に

共有できないという、そういうふうな状況

になります。そこで熊本県の八代市におき

ましてはデジタル回覧板を導入するようで

ございまして、豊能町でも今後の参考にし

てはどうかと思いますけどもいかがでしょ

うか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  地域内でのコミュニケーションの円滑化

を図ることを目的として、町内会などにお

いて紙による回覧板などの情報をデジタル

化し、デジタル回覧板として情報共有する

というアプリの実証実験を11月にスタート

するという取組を拝見いたしました。記事

を拝見したところ、デジタルによる配信の

ため必要な情報を関係者全員に対し瞬時に

伝えることができることや、会議への出欠

確認やアンケートの依頼など、デジタルの

力により事務の効率化を図ることができる

とのことです。デジタル技術により自治会

の業務負担が軽減されるという点において

は非常に有効な手段であり、例えばですが

本町の課題でございます自治会の組織率の

低下等、そういったことに対して少しでも

その解消につながるのではないかと考えま

す。ただ、本町の財政状況を鑑みるに、導

入や維持管理に係る費用負担が課題である

と考えています。例えば自治会などの地域

コミュニティにより、その負担により導入

していただくことも含め、他市町村の状況

についても確認していきたいと考えており

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうですね。これ私の経験上のことです

けども、当然、私どもの地域でも回覧板、

ペーパーで当然、東ときわ台から回ってお

りますけども、あるタイミングでその地域

の班長さん、隣組さん組長さんがその回覧

板を順番に、受け取った人が次の方にまた

バトンタッチしていくみたいな、そんなふ

うな形で当然回覧板というのは回っていく

わけでございますけども、いついつかに回

した回覧板がまだ自分とこに返ってきてな

いという、そのような班長さんからの状況

があって、どこで止まってるのかみたいな

んをチェックせなあかんいうか、そういう

ふうなことが過去に何度か見受けられたの

で、そういった意味ではやっぱりこの回覧

板方式、１軒１軒手渡しいうか、渡してい

くというこの方式では、やはり情報が遅れ

るようなことが多々見受けられるというこ

ともあったので、私はこういった取組が大

事かなとか思った次第でございます。ただ、

デジタル回覧板という、そういうものとは

また別に、例えばこれは私の地域、東とき

わ台では自治会のホームページかな、そう

いったものを実際作られて、そういうとこ

ろにこの回覧情報、たしかそういったもの

を載せるようなこともされてると思うので、

そういう形でも、いってみたらデジタル回

覧板に近いものになろうかと思うので、デ

ジタル回覧板が難しいのであればそういう

ホームページ方式、できるできないあるか

も分からないけど、そういったことも解決

策の一つかなと思いますので、今後も引き

続き検討いただければと思います。 
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  では続きましての質問に移らせていただ

きます。 

  その次、通告書ナンバー３の住民税の電

子申告、これについての質問に移らせてい

ただきます。 

  まず初めに、この質問する前にまず初め

に質問なんですけども、年金を受けておら

れる年金受給者のような場合、年金収入が

400万円以下であれば所得税、国へ申告、所

得税の確定申告は不要となる場合がござい

ます。確定申告は不要であったとしてもこ

の住民税の申告が必要な場合のはあるのか

どうか、その辺りからまずお伺いしたいと

思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  議員の質問にあります、住民税申告が必

要かどうかということでございますけども、

まず所得税の確定申告のことについてちょ

っと簡単に御説明させていただきたいと思

います。 

  公的年金等につきましては、雑所得とし

て課税の対象となっておりまして、一定金

額以上支給を受ける場合には雑所得及び復

興特別所得税が源泉徴収されていますので、

確定申告を行って税金の過不足を精算する

必要があります。しかし年金受給者の方の

負担を減らすため、年金収入が400万円以下

の場合で公的年金に係る雑所得以外の所得

が20万円以下の場合は、計算の結果、納税

がある場合でも議員のおっしゃったとおり

確定申告は不要となるというような制度で

ございます。住民税につきましては公的年

金などによる雑所得のみがある方は収入が

400万円超での申告の義務はありませんけれ

ども、所得税と同じように生命保険控除や

地震保険料控除、医療費控除などを受ける

場合には住民税の申告が必要となるという

ような場合がございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今、お伺いした内容でいきますと、やは

り住民税の申告が必要な場合はどうもあり

そうですね。といいますのは、年金だけの

収入であった場合、国へのいわゆる確定申

告は不要でも、やはり自分自身の何らかの

保険ですね。個人的にかけている保険とか、

そういったものがあるならば、それは住民

税の申告をしたほうがお金、還付、そうい

ったことがされるというふうな、そういう

ふうな感覚で受け取ったんやけど、まずそ

こからお伺いします。それでいいんですか

ね。還付ために住民税申告、したほうがい

いという、そういう場合があるいうことや

ね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  住民税の場合は還付というよりは、次年

度の課税になりますので、税額をそれによ

って控除額が増えますので、税額が変更に

なると、減るというようなものでございま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうですね。勘違いしてましたわ。国の

確定申告は還付で、あくまでも住民税は翌

年度の税金を決める、そういう申告ですの

で、それを下げるという意味合いで住民税

の申告が必要な場合が当然あるということ

なんやね。ありがとうございます。 

  そういうふうにして考えますと、結構、

確定申告はしなくてもいいけども、住民税
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の申告はしたほうがいいという方は、多分

たくさんいらっしゃるように私は今、思っ

たんですけども、そういった意味では実際

どれぐらいの方がこの住民税申告されてい

るのか、その辺りも次にお伺いしたいと思

います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  令和４年度の実績では、住民税の申告件

数は約900件ございます。遺族年金や障害年

金の支給を受けているなど非課税所得のみ

の方や、病気療養中の失業中などの理由に

より前年中に収入がなかった方は住民税の

申告義務はありません。しかし国民健康保

険料の軽減判定や非課税証明書などの発行

のために申告をされる場合が多くあるとい

うような状況でございます。令和４年度実

績の約900件のうち、おおむね300から400件

が非課税所得や無収入の方、残りの多くが

公的年金の支給を受ける方で、生命保険料

控除や医療費控除等の各種控除を受けるた

めに住民税申告をされたものというふうに

思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  ありがとうございます。いずれにしても

内容的にはそれぞれ異なるかも分からない

けど、約900件ぐらいの申告があったという

ふうなことでございます。大体900件の方は

多分来年も同様にすることになるのかなと。

年金の額ってそんなにむちゃくちゃ大きく

変動、当然マクロ経済スライドやったかな、

何かそういうふうな形で多少の変動はしま

すけども、何割もがんがんがんがん変わる

ものではないと、私は思ってますので、そ

ういった意味で当然、今年申告する必要が

あった方は多分来年も同じように引き続き

やらなあかんし、また再来年もやらなあか

んだろうという、そんなふうには思います

ので、そういった意味では900件のこの方は

多分来年も同様にやらなあかんだろうし、

そんなふうに考えていくと年数を重ねてい

くと結構な延べ件数というか延べ人数とい

いますか、になってこようかと思います。

この申告いうのは当然確定申告、国への確

定申告の場合はもう電子的にできる、その

ような申告制度、システムがもうでき上が

っております。私も当然そういったものを

毎年使わせていただいておるんですけども、

ところがこの住民税、こういう部分につい

てはやはり紙ベースで記入してやらなあか

ん。そのような申告であると私はそのよう

に考えてるんやけども、まずその辺りちょ

っとお伺いします。国は電子申告できるけ

ども豊能町の住民税の申告については、そ

ういう、今、仕組みではないんですよね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  議員おっしゃるとおり、今は紙ベースで

やっております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  やっぱり私、思うけども、電子的にでき

るシステムがあると結構計算も自動計算で

楽かなと、間違いも少ないしいいかな思う

けど、これペーパーでやるとなったら多分

電卓はじかなあかんし、結構難儀かなと思

うんやけども、そういった意味で住民税も

電子申告できるようにしたらどうかなとい

うふうに思っておるんです。 

  実は愛知県の大府市というところで住民

税の電子申告できる、そのようなことをス
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タートさせているわけでございまして、豊

能町でも今後を見据えて参考にして実施し

ていくようなことを検討してはどうかと思

いますけどもいかがでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  住民税の電子申告につきましては、愛知

県の大府市のほかにも幾つかの自治体で取

組が始まっているというふうには聞いてお

ります。埼玉県のさいたま市や愛知県豊田

市などでも取り組んでおられるというふう

に聞いております。この電子申告は外部の

事業者が開発した住民税の試算システムを

利用するもので、パソコンやスマートフォ

ンを使ってインターネット上で住民税の試

算を行い、その結果を申告データとして提

出できるようにされているものです。電子

申告を実施することで住民の方の利便性の

向上を図るとともに、住民税に関する問合

せや申告相談の緩和による職員の負担軽減

を図るということもメリットであるという

ふうにはお聞きしております。ただ、この

システムを利用するためには開発業者とシ

ステムの利用契約を行うというようなこと

が必要になってきます。900件という数字で

はありますけれども、人口も多く対象者が

多い自治体ではスケールメリットもあり一

定の効果が期待できると思われますけれど

も、本町のように対象が少ないというよう

な自治体では費用対効果等を考慮すると現

時点での実施は難しいように思っておりま

す。なお個人住民税の申告の電子化に関し

ましては国においても検討が進められてい

ますので、今後の動向を見ながら本町でも

これに対応できるよう積極的に情報は収集

してまいりたいと考えておるところでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  確かに費用対効果というふうに言われた

らそれまでなんですけれどもね。でもやっ

ぱり、今、最後に国のほうの動向も言って

はったけども、やはりそういった形で、こ

ういったものはそんなに大きく各市町村で

変わるものではないと思うので、そういっ

たシステムがもしできるのであれば、国と

してやってもらえるのであれば、それは非

常に助かることやないかなと思いますので、

私もしっかりと動向を注視していきたいと

思いますので、引き続きどうかよろしくお

願いを申し上げます。 

  そうしましたら次の項目に移らせていた

だきます。 

  次に通告書ナンバー４になりますが、専

業主婦家庭の保育利用についてという項目

に移りたいと思います。 

  家庭での孤育て、子どもを育てるという

ふうに通常書きますけれども、あえて子ど

もじゃなくて孤立という言葉を使って孤育

てという言葉があるみたいですけども、そ

の孤立した状態の育児、こういったものを

防止するために、専業主婦家庭でも定期的

に利用できる保育制度が今必要となってき

ているようでございます。実際そういった

ことに取り組みつつある、そういった地域、

実際石川県でもございますけども、そうい

ったものが徐々に進みつつあるんですけど

も、豊能町はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  本町で認定こども園の保育所部で保育を

希望される場合は、保育の認定を受けてい
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ただくことが必要でございます。保護者が

一定基準以上の就労をしているあるいは妊

娠中または出産後で日が浅いなど、国が定

めています保育の必要性に基づき町が認定

しているところでございます。保育の必要

性の基準に達していない場合につきまして

は、保育所や認定こども園の保育所部に入

ることは現状難しい状況でございますが、

お子様が３歳以上であれば幼稚園に入園し

ていただくことはできる状況でございます。

保育の必要性が認定できない場合につきま

しても、例えばふたば園では子育て支援と

して施設開放を、これは平日の時間を区切

っておりますが開設している状況でござい

ます。地域の未就園児とその保護者が安心

して遊べる場を提供することで、親子の触

れ合い、関わり合いを深めることを目的と

して開設しているものでございます。また

吉川保育所やひかり幼稚園につきましても、

子ども同士、親子同士の交流を深めること

を目的に、月１度、１時間程度でございま

すが所園庭を解放しております。また子育

てに不安のある方の相談窓口も、これは子

育て包括支援センターのほうですが、そう

いう相談の窓口も行っておるという状況で

ございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  やっぱり子どもさん、小さいお子さんい

らっしゃる親の方ですね。やはり育てるの

がちょっと大変というか、そんな状況も当

然あろうかと思いますけど、そういったと

ころの部分は伴走型相談支援、この間の一

般質問でも小森部長に登場していただきま

したけど、そういう形でいろいろな状況を

把握されると思いますけども、そういった

状況に応じてまた内容によっては受け入れ

ていただけるような、そんな流れも当然連

携をされてしていけるというふうに考えて

おったらよろしいんでしょうかね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほど議員からもいただきましたとおり、

この１月会議におきまして妊婦、子育て家

庭への伴走型相談支援と経済的支援の一体

的実施について、補正予算を計上させてい

ただきましてお認めいただきました。この

内容につきましてはるる、これまで説明を

させていただいているんですけれど、経済

的支援をすることはなおさらなんですが、

先ほどおっしゃっていただいたような相談

的支援というところもここに加味されてご

ざいます。これは何かと申し上げますと、

先ほど入江部長のほうから申し上げていた

だきました様々な相談をできるような場面

であるとか、私どもで持っているような事

業についてを、お母様にお話をさせていた

だいてそれぞれ悩みを聞きながら、こうい

うサービスがありますよという展開をして

いく、そういうことについてもこの事業に

含まれていることでございます。先ほど議

員がおっしゃっていただいたとおり、孤立

されているお母様というのはやはり、保育

所を預けられているお母さんについては毎

日どこかとつながっているということで、

場合によっては保育所に行ったときに保育

所の先生とお話ししたりとかそういう場面

があるんですけれども、ただそういう場面

がないお子さんをお持ちのお母様、いわゆ

る専業主婦のお母様になると思うんですけ

れども、そういう方についてはどこかとつ

ながっている場面がないということを危惧

されてるのかなというふうに思いますので、
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先ほど申し上げました、今後は相談支援の

中でいわゆる産前、妊娠してから子どもを

産んで、子どもができるところも含めまし

て、いろいろその場面で我々の部分でお話

をさせていただく機会ございますので、そ

ういったところをつながり合って、内容に

よってはこういうことがありますよという

こと御提案もさせていただけるのかなと思

ってございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  全国的にこれからもどんどんと広がって

いく、そういうふうな制度かなと思ってま

すので、引き続き専業主婦の家庭の子ども

を預かるというか、そういったことも引き

続き検討をしていただければと思います。 

  そうしましたら次の項目に移らせていた

だきます。次に通告書ナンバー５、職員へ

のマイナンバーカードの普及促進と活用に

ついてという項目に移らせていただきます。 

  まず初めに質問でございます。職員の皆

さんのマイナンバーカードの普及状況、こ

ういったものはどんな状況何でしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  職員のマイナンバーカードの普及状況と

いうことで、令和４年12月末現在の職員に

よるマイナンバーの普及状況、これは取得

状況、マイナンバーカードを実際に取得し

ている職員の状況ですが、60.1％でござい

ます。ちなみに申請中の職員も含めた申請

率いわゆる申請中も含めた申請率というの

は63.7％となっております。 

（発言する者あり） 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今、少ないやんかみたいな、そういう声

がちょっと飛びましたけども後ろのほうか

ら。実際やっぱり少ないのかなと思います。

その辺りやっぱり少ないですよね。はっき

り答弁してもらえませんか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  豊能町の場合、住民の皆様の普及率が

70％を超えておるという実情から考えると

少し少ないのではないかと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今お答えあったように、豊能町の住民の

皆さんの普及率、それと比べたら約１割程

度の差はどうもあるみたいという、そうい

うお答えでした。普及まだまだ進んでない

のかなというふうな状況でございましたね。

実は熊本県の、またこれ八代市ですけど、

ここよう頑張ってはりますね。職員のマイ

ナンバーカードの利用促進、そういったこ

とを推進していくという意味でもこのマイ

ナンバーカードを活用して出退勤時刻を記

録管理する出退勤管理システム、こういっ

たものを導入しているようでございまして、

豊能町もこんなの参考にして導入したらど

うかなと思うんですけどもいかがでしょう

か。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  職員の勤怠システムにマイナンバーカー

ドを活用するという取組は、マイナンバー

カードの普及促進に向けた取組として有効
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な方法であると考えております。本町の場

合、この出退勤システムについて検討した

ことがございます。ただ、この本町の職員

数及び本町の場合、東西に分かれている地

理的状況から、公共施設が数多く、職員の

人数に比べて数多くの公共施設を所有して

おります。そういった点を考えて職員数に

比べてシステムの導入経費であるとか保守

管理の維持経費が高額になるというところ

で、普及に関する施策としては理解できる

ところはあるんですが、いわゆる出退勤シ

ステムの導入というところを費用対効果の

面から考えて現状での導入は難しいと考え

ております。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  費用対効果言われたら何も返す言葉がご

ざいませんけど、この役場の本庁もそうや

けども、時間外といいますか夜の時間帯と

かの出入りするときに出入りするあそこの

扉、あそこをぽっと入ったら目の前にある

のが職員の皆さんのタイムカード置いてあ

って、あれ見るたんびに思うんですけども、

古きよき時代の、昭和の時代を思い起こさ

せるような、そういう風景でしたよね、あ

そこ。タイムスリップしたような。私も実

際サラリーマンしてるとき昔はあれでした。

タイムカードでやってましたけどもだんだ

んとパソコンいいますか、そういったもの

がどんどん普及してくることで、パソコン

でいわゆる勤怠管理いうんですか、そんな

の当然やっていくようなふうに変わってい

ったということもありますので、まあ確か

に費用かかるのかもわからんけども、そう

いったこともやっぱり大事なんちゃうかな。

ＤＸいう言葉もこれからどんどん大事にな

ってくる部分やと思うし、そういったこと

もあるから、しっかりとこれから、難しい

かも分からんけど検討してもらえたらと思

いますのでよろしくお願いをいたします。 

  今こういうシステムを作るとなったら厄

介やからというふうなお言葉ございました

ので、別な形でマイナンバーカードの活用、

そういったことも紹介をしてみたいと思い

ますけども、同じくこの八代市では、マイ

ナンバーカードをさっきは出退勤の管理に

使ってましたけども、職員の皆さんの名札、

そういったものにも活用している、そのよ

うなことも書いてございました。こういっ

たところやったらそんなにシステムにお金

かける必要もないから、まだやりやすいん

ちゃうかと思いますが、その辺りはどうな

んでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  八代市ではマイナンバーカードに職員の

氏名や所属、職名などを記載したフレーム

的なものを重ねて職員の名札として活用し

ております。職員のマイナンバーカードの

普及率向上のために普及対策の必要性は感

じております。ただ、このカードを常に持

ち歩くっていうところで、例えば紛失の危

険等があるというところも考えると、今現

在すぐに導入するにはちょっとまだ課題が

あると考えております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  わかりました。いずれにしましてもしっ

かりとこのマイナンバーカードの普及、そ

ういったところに努めていっていただくた

めにもこれからも活用方法なんかも引き続

き検討いただければと思います。 

  では次の項目、最後の項目に移らせてい
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ただきます。 

  通告書ナンバー６の、2025年の大阪関西

万博についてという項目に移らせていただ

きます。 

  ちょうど１年前、令和４年の３月の定例

会議でこの大阪関西万博において豊能町の

アピールをするために自治体参加、そうい

ったものもあるからやってはどないやとい

うふうに提案をさせてもらいましたけども、

その後の進展といいますか状況はいかがな

ものでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  前回の１年前の３月の定例会議で中川議

員の質問に対しての答弁、私のほうからさ

せていただきましたので、この件につきま

しては私のほうから引き続き答弁させてい

ただきたいと思います。 

  昨年１月に発足いたしました大阪府市万

博推進局から絶えず情報提供、また私ども

豊能町との連携というのを進めております。

昨年11月でございますけれども、本町豊能

町それから箕面市、池田市、能勢町と、こ

の大阪府市万博推進局との意見交換という

のも行っているところでございます。これ

は前回の答弁でも申し上げましたけれども、

2025年の大阪関西万博というのは登録博い

わゆる大型博というのでは2005年に開催さ

れました愛・地球博から20年、関西の万博

ということでございますと1990年に認定博、

これは小型博と呼ばれるものでございます

けれども、鶴見緑地で開催されました花博

から35年ぶりということでございます。本

町も世界規模で知っていただけるというこ

のイベントの開催というのは本町をプロモ

ーションするというためには絶好の機会で

あるというふうに考えております。当然の

ことながら本町としても積極的に関わって

まいりたいというふうに考えているところ

でございます。御質問の万博への自治体参

加ということにつきましては、来年度以降

になるんですけれども募集予定というとこ

ろがありまして、いろいろプログラムもご

ざいまして、この中の一つのプログラムに

参加催事というものがございます。これは

万博会場内のいわゆる催事施設を活用しま

してこの豊能町をＰＲすることができると

いう情報提供を受けております。このよう

な機会をぜひ生かしていきたいというふう

に考えているところでございます。今後と

も公益社団法人2025年日本国際博覧会協会、

いわゆる万博協会や大阪府市万博推進局な

ど関係機関と連携してまいりながら万博へ

の参加方法、その体制づくりなどについて

庁内で十分検討してまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  しっかりと豊能町をアピールできる絶好

のチャンスや思いますので、引き続きよろ

しくお願いしたいというか、副町長にとい

うよりもあっちなのかも分かりませんけど

ね。よろしくお願いしたいと思います。 

  次の項目ですけど、この万博の機運を高

めるためＰＲ活動、こういったことについ

ても提案をしてきましたけども、何か進展

はあったんでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  何度も申し上げますが、2025年大阪関西

万博の成功は一人でも多くの方々に万博に

対する興味や関心、期待感などを高めてい

ただくことが大変重要であるというふうに
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認識しております。本町におけるＰＲ活動、

具体的な取組というところでございますけ

れども、現在考えておりますところが原動

機付自転車のナンバープレートに万博特別

仕様をしていく、町制40周年でとよのんの

ナンバープレートがあったと思うんですけ

れども、これに代わりまして万博仕様のナ

ンバープレート、こういうのを考えていき

たいというふうに思っております。これは

既に大阪市とかでも実施しているところで

ございますので、これらも参考になるのか

なというふうに考えております。 

  それから二つ目としましては大阪関西万

博特別仕様のナンバープレート、これは大

阪府、大阪市のほうでは既にやっておるん

ですけれども、公用車への取付け、こうい

うのを考えてまいりたいと思います。それ

から職員の名刺につきましてでございます

けれども、今、とよのんのマークをつけて

おりますけれども、これにつきまして万博

ロゴの掲載のデザインを作りまして、これ

はあくまでも強制はできませんのでそうい

うものを推奨してまいりたいというふうに

考えております。それからあと職員の名札

ございますけれども、こちらのほうに例え

ば万博ロゴをつけていく、これは来年度か

ら即できると思いますけれども、それを取

り組んでまいりたいというふうに思ってお

ります。ただ、こちらのほうの万博ロゴの

方は著作権の問題がございまして、万博協

会のほうに使用許諾権の手続が必要になっ

てまいります。これがおりればすぐにでき

るとは思うんですけれども、今、手続をし

ている最中であるという状況でございます。

そのほか、当然町内のホームページやチラ

シなどによる啓発などできるところから、

予算措置が必要なものもございますので、

順次着手してまいりたいというふうに考え

ているところでございます。今後も大阪府

及び府内市町村との取組を連携させまして、

できる限り相乗効果を発揮させることがで

きるよう、また一人でも多くの方に関心を

持っていただけるように今後も機運の醸成

を図ってまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうですね。名札とかナンバープレート

とかありましたけど、やっぱりホームペー

ジとかでもしっかりとこの万博のことをリ

ンクさせていただけるような、そんな取組

も大事かなと思いますので、どうかよろし

くお願いを申し上げまして私の質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、中川敦司議員の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は、

13時10分といたします。 

（午後０時16分 休憩） 

（午後１時10分 再開） 

○副議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  こんにちは。議長の御指名いただきまし

たので、一般質問をさせていただきます。 

  まず上浦新町長、半分だけおめでとうご

ざいます。実は私の山の神が五、六年前か

らアルツハイマーにかかって、現在、去年

の４月頃だったかな、祥雲館に入っており

ます。去年の10月頃に祥雲館行きまして、

たまたま新町長の上浦登さんにお会いして、

今の豊能町をどう考えねんと、ええことな

いでと、あんた一遍町長に出てみて豊能町

を変えてくれへんかというぐあいに言うた
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ら、自民党だけではあかんと、相手が維新

だったら絶対負けると、豊能町を変える気

は十分あんねんけども、負けたら何にもな

らへんやないかということを言われまして、

これはあかんなというぐあいに思いました。

そのときには前町長が意欲的に今回の選挙

戦に出るという気持ちで町内を回っておら

れました。ところがそれ以降、２回の問責

決議を受け、また12月の議会の初日から入

院されまして、そして最後の12月27日に、

もう次は出ないということをおっしゃいま

した。途端に29日に上浦新町長から連絡が

あって、実はある党の公認で町長選に出ま

んのやということを聞きまして、私はがっ

くりしました。これで２月19日、選挙戦無

投票になんのんちゃうかなというぐあいに

思いました。というのは、それまで二、三

人の40代、50代の人に出てみひんかという

ことを言いましたけども、誰も出る気はご

ざいませんでした。現在豊能町はもう限界

集落になっておるのか進んでるのか知らん

けども、とにかく高齢者ばかりで若い人は

おりません。若い人がいないいうことは町

長選にも出ないなということをひしひしと

感じたところでございます。これからは上

浦新町長のもと、４年間しかありませんの

で４年間の間にこの豊能町を少しでもよく

していただきたいと願っております。 

  ところで今、控室でテレビを見ておりま

すと、ＷＢＣで日本が優勝したということ

をテレビでやっておりまして、恐らく日本

国中はそれに沸いております。しかし昨日

から今日にかけてもう一つ、もっと野球よ

り大事なことがございます。というのは岸

田総理大臣が日本の憲法それから法律、そ

ういう厳しい制約があるにも関わらずウク

ライナを訪問されました。まさしく命がけ

で訪問されたと思います。このことはやは

り野球の中継よりもそっちのほうが大事な

ことであるんじゃないかと私は思っており

ますが、悲しいかな今、マスコミではＷＢ

Ｃ、野球のことばっかりやっておるような

状況でございます。この豊能町も今後４年

間のうちにもっとしっかり立て直せるよう

に頑張っていきたいと思います。 

  ところで今回の一般質問、非常に我々に

とっては大事なことがございまして、４月

の９日に向けて頑張っておりまして、一般

質問のことを完全にせんように思っており

ましたけれども、ある人から絶対せなあか

んということを言われまして、通告をした

のは町内業者の育成と、それから２番目に

町税増加策と人口の増加策について、こう

いうことを通告いたしましたけれども、ダ

ブっておりますのであっち行ったりこっち

行ったりしますけども、御答弁のほうよろ

しくお願いします。 

  まず町内業者の育成、これは去年の10月

ですか、光風台中央公園の整備についての

説明をいただきましたところ、これは町外

の業者が現在もやっておりますけれども、

このときの説明で、12月までに仕上げなあ

かんと。内容が非常に難しいので町内の業

者ではできないということを言われました

ので、それはしゃあないなというぐあいに

思いました。そして12月の中頃でしたか、

現場を見にいきますと、この工事はなんち

ゅう工事やと、まさしくでたらめな工事や

ないかと、これやったら公園の工事せんほ

うがよかったんちゃうかというぐあいに思

いまして、その内容を言いました。結局、

この図面のとおりにはどこもかしこもでき

てない。そして今現在もまだ仕上がってい

ないと。この中心はスマート広場のＷｉＦ

ｉの設置が主な件やと思いますけどね。そ

れもまだできてないような状態ですわ。そ

れからもう一つ、入札をしたけれども不調

になったと。だから一つの業者に決めて町
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の職員が業者に出向いて何とかしてくれと

いうことで現在しておるような状況でござ

います。やはり町内業者の育成については

この公園の工事も含めて、やはり町内業者

にすると税金も入ってきますわ。そういう

ことを考えると、やはり公平な入札、それ

から不調になったら何で不調になったのか

ということも調べて、一定の業者に頼みに

いく、それは借りができんねんから、その

借りをまた返さないかんというのがこれは

人間当たり前のことやから、そういう状況

にならんようにしていただきたいと思いま

すけどもいかがです。建設部長か新町長で

もええから答弁してください。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  契約を締結する際、地方自治法第234条に

より一般競争入札、指名競争入札、随意契

約またはせり売りの方法により締結すると

いうふうに規定をされております。基本的

には公告により不特定多数のものを優位に

し、入札に申込みをさせる方法により競争

性を確保し、自治体に最も有利な条件を提

示した業者と契約する一般競争入札による

入札が公平な競争入札であると理解をして

おりますが、金額面であるとかあるいは契

約の内容により例えば随意契約もしくは指

名競争入札等の方法により契約を締結して

いるところでございます。 

○副議長（永並 啓君） 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  ２点ほど都市建設的な内容がありました。

一つは光風台中央公園の整備の関係で12月

までに仕上げなあかんという話を一般質問

のほうの答弁でさせていただいた点と、も

う一個が、先ほど議員のほうから入札が不

調になってその後の豊能町の対応という点

があったので、ちょっとその２点について

の回答をさせてもらいます。 

  まず光風台中央公園の整備の関係ですけ

ども、昨年の令和４年の７月、８月頃のと

きのお話なんですが、当初12月までにある

程度工事を仕上げて、そのときにリニュー

アルイベントをしたいなということで我々

のほうから業者さん、ある程度、ＣＳＰＦ

Ｃとのお話の中で、そういったリニューア

ルイベントをしようというお話がありまし

て、その中で全協のほうでもお話ししてた

と思うんですが、まち課のほうからですね。

ある程度12月、１月ぐらいまでには終わら

せながら、２月、３月ぐらいで検証してい

くと、国の補助金もらうためのでき上がっ

たものについてどうであったかという検証

をする期間が必要ということでのスケジュ

ーリングだったと思います。リニューアル

イベントは１月でもよかったんですけど、

当初１月だとやっぱり雪のこともあります

し大分寒いので、ちょっとお客さん的に来

るかどうかも不安なので、どうせやるんや

ったら12月のクリスマスシーズンのときに

やれたらいいなという原課の思いがありま

したので、ちょっと12月で設定させていた

だいたと。それをもし７月、８月から今か

らスタートして12月に終わらせるとなると、

測量設計、建築確認の申請とか土木建築の

工事、あと電気通信のほうの工事も、あと

システム開発もありましたので、到底町内

業者の中で進めていくのは難しいなという

ことで、そのＣＳＰＦＣの業者の中から技

術提案いただいてそれでやったというとこ

ろでございます。 

  それから二つ目の入札が不調になった場

合で豊能町のほうでちょっと動いたという

経緯があります。それは７月、８月にあり
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ました耕地災害のほうなんですが、田んぼ、

畑の災害なんですけど、そちらのほうで入

札を図ってたんですが１件だけ不調になっ

ております。木代のほうですけども、それ

については業者さんのほうに当然､豊建会の

方に聞き取りさせていただいて、どうして

とらなかったのかということで、要は札を

入れなかったかということについてヒアリ

ングをさせていただいてます。そのときの

回答が、何社か聞いたんですけども、結局、

次の田んぼの時期、４月末とか５月に耕作

していかなあかんと。ちょっとそれには、

今、自分の手持ちの工事もたくさんあって、

ちょっとなかなか終わらせるのが難しいと

いうところがあって、どこも手を挙げなか

ったと。その工事が１件ではなくて数か所

にまたがっている工事でしたので、全て終

わらせるのは難しいということでのお話だ

ったので、札を入れなかったというふうな

ヒアリングがありました。それを受けて実

際、そこの田を耕している所有者の方との

お話をさせていただいて、全部はちょっと

難しいんですけど何箇所かだけでしたらど

うですかという話の中で、こことこの田ん

ぼだけ、何とか４月中もしくは田を耕作す

るまでの間にできておれば、ほか、もしあ

れやったら最悪秋口になっても構わへんと

いうようなお話を受けましたので、それで

もう一度豊建会のほうに投げかけして今の

業者が決まったという背景がございます。 

  以上でございます。 

○副議長（永並 啓君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  言い訳は何ぼでもできますわな。できん

かったのは金額が合わなかったから。何ぼ

手持ちの仕事が多かっても、土木の仕事は

下請に回したら何ぼでもできまんのや。結

局金額が合わないんです。ということは、

その金額の設定が、今、物価の高騰の時期

やから、例えば生コンでも３割、４割上が

ってまんのや。そこをやっぱり今の世間の

状況を把握してそれで入札せんと、業者も

やっぱり損してまで仕事はしませんわな。

ところがそのある業者がしゃあないなと、

損してもしゃあないということで請負して

おるから、その請負した代わりにやっぱり

今度は、町がそのことに対して返していか

なあかんのが人情ですわな。そういうこと

のないようにきっちり町としてはやっぱり

やっていかないかんということですわ。今

現在、光風台中央公園のやっておる業者が、

部長が言うたように全部できまんのかいな。

それ聞きたいわ。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  当初といいますか、議会の中で、全協の

中で工事の検査、原課の検査を今日の３月

22日に行うということでお話しさせていた

だいておったんですけども、ちょっと業者

のほうから、雨の都合等もありまして今の

ところ３月30日に検査をするということで

進めております。原課のほうから請負業者

のほうにお話ししてるのは、当然検査を受

ける上には社内検査で合格したものを町の

ほうで検査を受けるような体制を組んでほ

しいということで、今、お話ししてまして、

一応その内容の受けて業者のほうもオーケ

ーいただいて、今現在手直し工事をしてい

るところでございます。 

○副議長（永並 啓君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  この選挙の関係で、選挙があるという関

係で西のほうによう行くんですわ。あの状
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況で３月30日に完成できるはずおまへんが

な。１人来て、ちょこちょこちょこちょこ

やってまんねんで。恐らくできない。また

何か言い訳あると思うけども。それともう

一つは、その主たる請負の一番トップの業

者が、建設業が何かの許可とったんが昨年

の11月の中頃ですわ。違いまっか。そんな

業者が請負してまんねんで。ちょっともう

１回部長答弁してください。それがほんま

かうそか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  先ほどの議員の質問の建設業の許可のほ

うですかね。ちょっと時期的なものは今、

手元資料はありませんけども、私のほうの

資料をいただいたのが、月は分かりません

けども、工事の請け負う、要は今年度に入

ってから業をとったということで認識して

います。 

○副議長（永並 啓君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  建設業の看板、現場に張ってますわね。

それを見たら確かに11月の中頃に許可を取

ったということを堂々と上げてまんのや。

そやから恐らく３月の30日には仕上がって

ないし、肝心のＷｉＦｉでっか、線そのま

まほって機械も何も、今現在もついてませ

んわ。あれがメイン工事違いまんのかいな。

そういう業者がやってまんのや。だからや

っぱりこの入札制度いうのは町がよっぽど

考えてきちっとしたことでしていかんと、

町が損する一つや思いますわ。だからいつ

も金がない、金がないいうことで何もでき

てないと思いまっせ、今まではね。しかし

これからは上浦新町長のもとで、そういう

ことも含めてやっていただきたいと思いま

す。その町内業者の育成をすることによっ

て町の税金も多少でも増えていくことにつ

ながっていくと思いますわ。 

  人口の増加策、これは私が一般質問のた

びに言うてるのは、教育、生まれてから学

校を卒業するまで全部ただにしたれと。所

得制限いうのがあんねんけど、所得制限も

とっぱらってまえと。高校、大学行ったら

奨学金制度、あれを受けて、高校なり大学

なり卒業して豊能町に住む気があれば返済

せんならんのも要らんと。国のほうでも今

現在そのように考えてるとこちゃいまっか。

そやからそういうことでも一つの目玉、そ

れから教育費は全部無償やと、それも一つ

の目玉、そういうぐあいにして目玉を作っ

て世間にアピールせんと、小さいようなこ

とではなかなか人口は、この少子化時代増

えませんわ。もう一つは豊能町で結婚した

ら結婚祝い金として幾ばくかのお金をあげ

ると、豊能町に住んでくれと、そういうこ

とも、少子化の対策の前にそういうことも

必要や思いますわ。今現在、光風台かな、

光風台は老齢化率50％以上になってまんの

ちゃいまっか。寺田地区なんかもう完全に

超してますわな。高山でも超してますわ。

ときわ台はちょっと増えてるのかな、若い

人が。もうすぐ新光風台も老齢化率ごっつ

い上がってきますわ。やっぱり豊能町は若

い世代を増やしていかんと、この前の選挙

のように無投票のような状態になってきま

んのや。だからやっぱり若い世代、特に40

代、50代ぐらいの、人間が生きていく上で

一番働き盛りの世代をどんどん豊能町に入

れていかんと、豊能町は国管理の自治体に

なってしまいまっせ。私はぱっと世間にア

ピールする方法、明石市の市長みたいに職

員にも反対され議員にも反対されても市民

にはごっついもててまんのや。だから一回

やめても次の選挙通ってまんのや。そうい
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うことも必要やと思うし、やはり町長とも

なれば、議員みたいのはどっちでもええけ

ども、職員の人には信頼されて、町長の言

うことやったら何でも聞いたろうという、

町長と職員の信頼関係、それも必要ですわ。

今までの町長、恐らく私が思うのには職員

には信頼されてなかった町長や思いまっせ。

だからそういうことで町長は４年間、４年

間しかないということで頑張ってもらいた

い。私はそう思いますわ。 

  以上で質問を終わります。 

○副議長（永並 啓君） 

  以上で、川上勲議員の一般質問を終わり

ます。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は、13時45分といたします。 

（午後１時35分 休憩） 

（午後１時45分 再開） 

○副議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ９番の小寺正人でございます。 

  まず、所信表明をされました。この中で

無投票当選したことに触れられております。

無投票ということは住民側から見て自分た

ちの意見、意思を表す機会、投票する機会

が与えられなかったと、こういうことにな

っております。その中で当選されて支持を

表明できなかったという人たちに意思を聞

く場を与えたらどうかと、タウンミーティ

ングとか、何かの機会を取り上げてされた

らどうかと思いますが、町長どうです。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  確かに２月の14日告示日で無投票という

ことで当選をさせていただきました。議員

おっしゃいますように、豊能町では珍しく

無投票ということで当選させていただきま

したが、私は大阪維新の会公認で立候補さ

せていただいて当選ということになりまし

たので、大阪維新の会に対する考え方の賛

成の方、反対の方、それから上浦登自身の

考え方についてもいろいろ疑義を思ってお

られる方もおられると思います。それにつ

いては選挙が終わりましたので、ノーサイ

ドというわけにはいかないでしょうけれど

も、党派を超えて豊能町のために今後４年

間取り組んでいく中で住民の方々には御理

解をいただけたらと思っておりますが、今、

議員がおっしゃいましたタウンミーティン

グのようなことも検討させていただいて進

めていけたらなと思っております。よろし

くお願いいたします。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それでは、所信表明の中に、問題を先送

りしない責任ある政治を目指し町政運営に

邁進したいと、このように言っておられる

わけですが、この意味するところでござい

ますけれど、私なりに解釈すると、任期中

にダイオキシン処理物の最終処理を必ず成

し遂げますよという町長の決意を述べたも

のと考えておりますが、どうでしょうか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいましたように、ダイオキ

シン問題につきましては四半世紀にわたり

本町で抱えてきた最重要課題の一つという

ことでございまして、これまでの間、歴代
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の町長、議員、職員の皆様が長年にわたり

解決に向けて努力してこられましたが、い

まだ解決には至っていないということが現

状にございます。問題を先送りにしないと、

責任ある政治とはということで、もちろん

先ほど申し上げましたダイオキシン問題の

解決、これも一つではございますが、ほか

にも財政問題を初め多くの課題が山積して

ございます。これらの問題を一つずつ地に

足をつけて確実に解決していく、胸を張っ

て次の世代にバトンタッチできるまちづく

りを目指すという思いの言葉でございます。

よろしくお願いいたします。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  次に、これも所信表明の中に、イギリス

の社会保障制度のスローガン、ゆりかごか

ら墓場までというくだりがあります。その

ような政治をしたいというような内容で書

かれてたと思うんですけど、実はそのゆり

かごから墓場までというのはもう30年前に

財政負担が大き過ぎるということで方針転

換をされて小さな政府を目指すようになっ

ていると。だから財政がもたないというこ

とで、今はもうそういう言葉は使ってない

と思うんですけどね。だからちょっと時代

錯誤かなと思いますがいかがですか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  当時、マーガレット・サッチャー氏、鉄

のサッチャーと言われた政権の時代でござ

いますが、それでゆりかごから墓場までと

いうのは方向転換なされたいうことは私も

認識をしてございます。ただ、私の中では

やはり今までるる申し上げておりますよう

に、高齢化率や、後期高齢者が４分の１以

上おられるというようなことで、何とか、

誰もが安心して住み続けることのできるま

ちづくりを進めたいということの思いから

引用させていただいたことでございまして、

今後、地域包括システム、これの構築を目

指していきたいと考えているところでござ

いますが、議員が本当におっしゃいますと

おり財政の問題がございます。同時に町財

政の健全化、これを図るために行財政改革

も推し進めていくということが必要だと私

も実感をしてございまして、これが選択と

集中、この視点を踏まえながら、可能な限

り両立を図って進めていけたらなと思うと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  今、ゆりかごから墓場までのお話であり

ましたが、一方で行財政運営の効率化は避

けて通れないと、こうも述べられてるわけ

です。何かちょっと社会保障制度、これと

相反するような感じを受けるわけですよね。

だからどっちも達成すると、今おっしゃっ

たけど、それはとても難しいのではないか

と。どっちを取るんですかと言われたとき

に町長はどっちを取りますかね。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  どちらをとるんだということなんですけ

ども、いずれにしましても財政、これがな

ければ何もできませんので、財政健全化を

しっかりと図りながら、その中でできるこ

とを最大限行政の責任として進めていくと

いうことになろうかと思います。 
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  以上でございます。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  財政の話は後ほどもう一度やりたいと思

いますが、所信表明のところ、さらに民間

事業者などと連携によって医療、介護、福

祉、見守りの体制を強化し、このように言

われてるんですよね。町長が現役時代携わ

っていた福祉の分野の話をしておられるわ

けですね。私としては団塊の世代が75歳と

なる2025年めどに、地域包括ケアシステム

を構築するということを目指してそれを言

われてるのかどうか確認したいと思います。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  地域包括ケアシステムの構築ということ

で、議員お尋ねなんですけど、地域包括ケ

アシステムというのを非常に何か、どこま

でいってもその構築がこれで完璧というと

ころは国もあまり示してないというのがあ

りますので、どこまでいけばということが

あるんですけれども、限りなくやっぱり豊

能町になじむといいますか、この間からも

申し上げておりますように、一戸建てが多

い、持家が多いという豊能町の中で、どう

していったら24時間御自分の御自宅で安心

してお過ごしいただけるかということを、

御相談も含めて、サービスも含めてできる

ことをさせていただくというところは、豊

能町版地域包括ケアシステムというような

ことを申し上げたらいいのか分かりません

けれども、そこはやっぱり目指していかな

ければならないかなと思ってございます。 

  以上です。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  この地域包括ケアシステム、この件では

一度お話を、部長のときにお話しさせても

らったことがあると思うんですけど、医療

のお医者さんのところに行って、僕に、こ

れはどうなってるんだって聞かれたことは

あります。いや、今たしかやってるはずで

すよって言ったら、いや、やってないと。

やってないといってもやってるというふう

に聞いてますがとお話をしたところ、何で

やってないってわかるかというと、お医者

さんやからですね。池田医師会、池田市の

医師会に話が持ち込まれてないから、こん

なんできるはずないでしょって言われた。

そうね、それはそうですよねということで

お話ししたことが覚えてるんです。もう５

年ぐらい前と思います。とにかく難しいこ

とは分かります。とっても難しいけどやら

んといけないなと私自身も考えております

ので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

  次に、コンパクトなまちづくりについて

書かれてるんですよね。ところが豊能町は

東地区、西地区とも大規模に住宅開発され

た住宅地があって、そこはもう既にコンパ

クトになってるんですよね。さらになって

ないところをその他の地域にもコンパクト

シティ化を考えているとするんだったらど

のようなことを考えられてるのかお聞きし

たいと思います。具体的に。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  この場合のコンパクトなまちづくりと私

が書かさせていただいてますのは、コンパ

クトシティという考え方は今、議員がおっ

しゃいましたとおり、西地区のベッドタウ
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ン、あそこはもうコンパクトシティの最た

るものだと私は思っております。それ以外

の旧村も含めてこれをコンパクトシティ化

していくという意味かというふうな御質問

だと思いますけれども、そこについてはな

かなかハードルも高いですし、実際にでき

るものかどうか、そこは国を挙げてなさる

のかどうかということも含めて、そこにつ

いては私、言及したつもりでございません

でして、ここのコンパクトなまちづくりと

いいますのは、豊能町も人口３万5,000人ぐ

らいに向けて公共施設の配置などを行って

きたというような経緯がたしかあったと思

います。今はその配置で公共施設が点在し

ているわけなんですけれども、それも今、

大規模修繕等々でいろいろ財政的なことも

含めて考えていかなきゃならないというよ

うなことになってございますので、どちら

かといいますと今の豊能町の人口、町の身

の丈に合った公共施設の在り方、これの再

編をしっかりと推し進めて、各施設機能を

集約、それから複合化していくという、そ

ういうコンパクト化をして持続可能なまち

づくりを進めたいというような意味で書か

せていただきました。よろしくお願いいた

します。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  公共施設、ばらならになっているのを何

とかまとめたいと、そういう意味だと解釈

いたしました。 

  それでちょっとインターネットを見てる

と、夕張市が度々出てくるんですね。財政

破綻した夕張市。これが今、財政再建中で

ございます。人口はもう今や7,000人を切っ

たというようなひどい状態になっています。

しかし夕張市の現状や破綻した過程とか失

敗した例というのは豊能町には参考にすべ

きことが結構あるんではないかと私は思っ

てるわけです。今、夕張市は破綻して、再

生振替特例債とかいうのを、約360億円を借

りて、2027年３月償還終了に沿って、今、

再生してるところですね。あと４年で返し

終わると、やっと、そんな状態のところで

すけども、何か学ぶべき、何かないですか

ね。ただあそこだけがおかしいねんと、そ

ういうことじゃ僕はないと思うんですけど

どうですかね。学ぶとこありませんか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  議員おっしゃったとおり、夕張市は昭和

30年代には石炭産業を基幹産業として発展

し、最盛期の人口は11万人を超える状況で

した。しかし相次ぐ炭鉱事故やエネルギー

変革により炭鉱の閉山が相次ぎ人口が減少

していきました。その後、炭鉱に代わる基

幹産業として観光などの基盤作りを行いま

したが、負債がかさみ現在の状況に至って

いる状況だとお聞きしております。観光の

基盤整備が第三セクターへの投資により行

われ、負債額が多大になるまで判明しなか

ったこと、これが財政破綻の大きな要因で

あるというふうに考えております。夕張市

が破綻に至る経緯というのは本町と直接は

内容は違いますけれども、そういった財政

状況を常に随時公表し、情報共有すること、

皆でそういう情報を共有することが必要で

あるというふうに考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ここでそれをきっかけに、健全化判断比

率というのが急遽作られて現在に至ってる

わけです。９月だったかその発表されてる

わけですね、決算のときに。じゃあ夕張市
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は一体どうなってるのというと、実質赤字

比率ありません。だからマイナスじゃない

っていうことですよね。連結実質赤字比率、

これもありません。ということは赤字じゃ

ございませんということですね。実質公債

費比率、これが71.8、ですからこれは明ら

かに基準を２倍ぐらいになってるかな、超

えてる。将来負担率440かな、これも超えて

いると。だから僕が言いたいのは、健全化

判断比率だけ見てたらどうもあかんのんち

ゃうのと。上の赤字比率はマイナスのとこ

なんかどこもないんじゃないのと、上の二

つですね。実質赤字比率。夕張ですらない

んですよね。連結実質赤字比率、これもな

いんですよ。だから、よく町報なんかで、

住民に当然この数字は知らせてると思うん

ですけど、住民にとって何かちょっと間違

ったメッセージを与えてないかと、私は思

うわけです。大丈夫よと、豊能町の場合は

実質赤字比率はありませんと。連結実質赤

字比率もありません、要するに赤字じゃあ

りませんって言ってるわけです。次に実質

公債費比率が6.3、これはあるけど、将来負

担比率もこれもありませんと。そうしたら

住民から見て、これは健全な財政なんじゃ

ないかと、何かおかしいことがあるのと判

断されませんかと言いたいわけ。でも、豊

能町はお金がない、お金がないと言って、

厳しい厳しいとずっと、私、議員になって

から毎回言われてたから、何が原因なのか

ちょっとよく分からなかったですね。だか

らここの比率のどれかが基準に触れたとき

に、達したときにイエローカードが出たり

レッドカードが出ると。じゃあそれまでは

大丈夫なんやと、そう思ってしまいますよ

ね。ところが現実はレッドカードとかイエ

ローカードが出る前に先にお金の枯渇が起

こると。お金が枯渇すると何もできなくな

るから、何もできないいうか、大幅な支出

をカットせんとあかんようになるんですよ

ね。これ間違いないですよね。どうですか。

枯渇したときの話。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  現在、豊能町では財政調整基金を取り崩

すという形で財政運営を行っている状況で

ございます。一般家庭で申し上げますと貯

金を取り崩して生計を維持しているような

状況になっております。議員おっしゃられ

るとおり、もしその基金が枯渇してしまう

ことになると、基金の繰入れを行わない範

囲での歳出を組む予算を編成する必要があ

りますので、何らかの形で住民生活に影響

を及ぼすような形になるかと考えておりま

す。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それでは事前にお配りしている豊能町の

中長期財政シミュレーション、大阪府が公

表している分です。この１ページ目、ここ

の図を御覧になってください。右側に折れ

線グラフがありますよね。歳入総額と歳出

総額の見通しが書かれてます。ここでおか

しいなと思うのは、歳入総額が下にきてる

んです。歳出が上にきてるんですよね。と

いうことは歳入より歳出のほうが多いと、

こういう意味ですよね、右のグラフから見

たら。その差額が左側の棒グラフになって

ます。そう見てもらったらいいんですよね。

だから歳入より歳出が多いんだから、ここ

の穴を必ず埋めていかなあかんと。その埋

めていくお金が財政調整基金で埋めると。

ところがいつまでも埋め切れない。どこか

で埋め切れないところが出てくる。それが

マイナスで示されている下の表ですね。こ
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れでいけば令和５年、マイナスの344と出て

るやつね。ここでもう財政調整基金がなく

なったという意味ですよね。じゃあここで

今おっしゃってる歳出をもうその分だけカ

ットするしか予算を組めないと、こういう

ことですよね。その隣の令和６年、このま

ま読むと1,210、ここへくると早期健全化基

準、財政再生基準を超えてしまう、ここで

レッドカードが出ると。そうやけど実質は、

もうここのマイナスになった直前で基金が

枯渇してるから、もう財政は破綻してるわ

けですよね。意外とこの健全化基準よりも

前に起こると、こういことがね。大変なこ

と。豊能町は起こるんか起こらへんのか、

右のグラフを見たら絶対に起こるんですよ

ね。どこで起こるかだけです。それをいつ

起こるかいう話でちょっと試算とかしてお

られるんでしょうかね。いつ起こるかＸデ

ーと一般に言われますよね。それはいつ起

こると試算してはるんですか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  先ほど申し上げましたように、本町は基

金の取崩しによる財政運営を行っている状

況であり、現在も基金残高が減少にあると

ころでございます。財政調整基金の残高が

ゼロになると財政運営上柔軟な対応ができ

なくなると考えます。今現在、最新のお示

ししている財政推計、これは１年前の令和

４年の３月の議会でお示ししたものになり

ますが、その財政推計では令和７年度の基

金残高が約14億9,000万円となり、仮にその

ままのペースで歳入歳出が進んでいくとす

れば令和12年度ぐらいには財政調整基金の

残高がゼロ円となる推計であったというと

ころになっております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ちょっと財政のあれが複雑なので、ここ

に書いている財政調整基金残高の表からい

えば、令和の14年とおっしゃった。12年。

ここでいけば、そのまま読むと4,789。もう

その前に三角がつきまくってるよ。そんな

とこまでもつと試算してはるわけですかね。

財政の担当者としてはここまではもつと、

そういうふうに解釈してはるわけ。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  大阪府が作成しました財政シミュレーシ

ョンと豊能町が作成しております財政推計

の方法には若干違いございます。昨年の３

月の議会でお示しした財政推計による私ど

もの推計によれば、この令和12年度ぐらい

になくなる、そのままのペースで財政運営

を行っていくと令和12年度ぐらいにはなく

なくなるのではないかという推計となって

いるところです。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  随分数字的にも、この大阪府が作ってる

累積の財源不足額が47億8,900万円やから、

えらい何か食い違いがあるわけやね、どこ

かに。これ見てもらったついでに、これの

３枚目です。３枚目を見るとこれ田尻町。

大阪府の中で財政力指数の一番高いところ

です。1.5ぐらいだったと思いますね。この

グラフ、右の折れ線グラフ見たら青いほう

が上にきてるんですよね。歳入がたくさん

あって歳出が低いと。こうなってたら財政

は健全なんですよね。当たり前のことです。

その差額が左側に書いてあるので、当然財

政調整基金枯渇はないと、一番望ましいと
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いえば望ましい形。ついでに４枚目、次の

ページ見ますと、能勢町の中長期財政シミ

ュレーションがあるんですよね。お隣の能

勢町はどうなってるのと見たら、右の折れ

線グラフは今の段階、令和の４年、５年い

うところは青いほうが上にきてるんですよ。

これで正解なんですよね。歳入のほうが多

くて歳出のほうが少ないわけですから、令

和５年もオーケーみたいな感じですよね。

だからこれが大阪府のシミュレーションで

いけば、令和17年のところで初めてそれが

逆転しますよと、そういう意味になってる

と思います。能勢町は近く、お隣やから、

ここがこんなに持ってるのに豊能町はこん

なに悪いのと、当然思うわけですよ。何で

こんなことなるのやろと、僕ら不思議でか

なわんわけです。じゃあ能勢町はお金持ち

かいうとそうでもないような気がするし、

私の一方的な見解ですけど、体力に合った

財政運営をしてるんじゃないのと。だから

青い折れ線とオレンジの歳出が何か寄り添

うように走ってるいうことは、それは物す

ごい意識して財政運営をしてるんじゃない

のと。これはもうやったらあかん、これは

やってもいいというのをこの数字を見なが

らやってるんではないかと、何かそういう

ふうに思えるわけです。そう思いませんか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  能勢町がどのような形で財政運営を行っ

ているかというのは私の、能勢町さんのお

考えはわかりませんが、能勢町さんは能勢

町さんのお考えがあって財政運営を行って

いるのであると考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ついでながら２枚目はちょっと、せっか

くつけましたので御覧になってほしいんで

すね。これは生産年齢人口の変化率ね。そ

れから個人住民税の変化率の関係がどうな

っているかということをプロットしたよう

なあれになってますね。豊能町はどこ見た

らいいのというと、左の赤で囲まれてると

ころにあるわけですよね。千早赤阪村、豊

能町、岬町。上に、上の丸は田尻町と和泉

市になってるかな。要するにどう見るかと

いうと、30年間、1990年から2020年間にど

のように変化したかというのをプロットし

てみたら、豊能町は生産年齢人口が50％近

く減ってると。横軸。それから縦軸に見る

と、やっぱり40％ちょっと出たぐらい減っ

てると。要するに何が言いたいかというと、

生産年齢人口が減ったのと住民税が減った

のは相関性があると、そう言いたいんです

ね。そう書いてるでしょう。一定の相関性

があると書いてますよね。だから豊能町の

今の姿は、やっぱりどう見てもいいとは言

えないんですよね。それが解決せえへんと

いうことになると、さらにそのまま落ちて

いくんじゃないのかと、そういうひどい状

態になっているということをみんなが共有

して、当然職員も共有してもらわなあかん

し、議会も共有せなあかんし、住民も共有

せなあかん。これが財政再建のスタートラ

インやと思うわけです。それに一番いいの

が財政非常事態宣言、これを発するという

のが、もうその言葉が出た途端にとっても

悪いのねっていうことが伝わるわけです。

どんだけ悪いか知らんけどもえらいこっち

ゃと。それをどのように解決していくかと

いうのは町長の手腕にかかってると。だか

らどう見ても新しい事業が行えるような豊

能町の姿ではないということを何かの形で

示さなければ、早期健全化指数だけ見て健

全ですよと思ってる人にはぴんとこないわ
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けです。何言ってんのかわからんというこ

とになるからね。どうでしょうかね。非常

事態宣言、出すと。これは町長の権限でで

きるんですよね。できないですかね。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町の財政状況につきましては、先ほど

の財政健全化比率とともに毎年決算の状況

と予算の状況を町報とよの等で発信をして

おります。決算の状況では、先ほどの財政

の健全化比率とともに豊能町の財政状況は

非常に厳しい状況である、それは何が厳し

いかといいますと、要は毎年毎年豊能町は、

先ほど申し上げました財政調整基金を財源

として町政運営を行っているために、現在

家庭で言うと貯金を切り崩しているという

状況ですというところについてはお知らせ

をしているところでございます。本町の一

番の課題は、先ほど議員からも御指摘あり

ましたとおり、過去、人口が増加している

ときには当然住民税の収入もたくさんあっ

たところ、現在、少子高齢化に伴いまして、

あと人口減少もあいまって個人の住民税が

大きく減少している、これが一番の課題で

あるというふうに考えております。一方で

その人口がまだ増加している状態のまま公

共施設等を維持しているために、先ほどか

らおっしゃっていただいている歳出のほう

が歳入を上回っている状況になっていると

いうところが一番の課題と考えております。

今現在、課題がそのように明らかになって

おりますので、今後、その公共施設をどの

ような形で維持管理していくのかというと

ころが本町の課題であるというところを含

めると、もちろん財政の非常事態宣言とい

うことももちろん大切なことであるかとは

思いますが、まずは今後のそういった公共

施設をどうしていくのかというところを発

信していくところが一番重要であるのかな

と考えているところです。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  とにかく、ある日突然破綻しました、大

体破綻したとこはそうなんです。何事が起

こるかというと、住民がわんさか押し寄せ

てきて、議会の議員の皆さんのところにも

多分押し寄せると思います。あんたら何し

てるのと、何してたんやと、今まで分から

んかったんかと、夕張もそうでした。大変

な騒ぎになる。新聞やテレビがわさっと押

しかけると。そんな感じで初めて知ったと

いう人が大半やと思いますよ。だからそう

ならないように何とか早いこと手を、順々

に、一気にはでけへんと思いますので、そ

の形からいうたら歳入よりも歳出が上回っ

てるのを何とか、ワニの口とか呼ばれてる

やつを閉じる方向でゆっくり、ゆっくりで

もあかんかもしれないけど、確実に政策を

打っていかなあかんと私は思いますけど、

町長はどう思います。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますとおり、先ほどコン

パクトなまちづくりということで申し上げ

たとおり、財政がやっぱり基本の基だと思

っておりますので、そこについてはしっか

りと見極めながら進めていきたいと思って

ございますが、先ほど総務部長が説明しま

したように、まずは公共施設をどのように

していくかというところをしっかり見据え

て、将来にわたる財政推計というのを出し

ていかなければならないと思っております
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し、それから今後義務教育学校、これの整

備もしていくわけなんですけれども、それ

にかかる経費についても、今、高騰してご

ざいます。それもしっかりと横目で見なが

ら、それができるのかできないのか、そこ

もしっかりと見極める必要があろうかと思

っております。いずれにいたしましても財

政が一番ベースになりますので、議員のお

っしゃるとおりだと思っております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  今、くしくも学校の話が出てまいりまし

た。ロシアがウクライナに侵攻して１年、

約１年１か月経過しました。影響は世界に

広がってきてるんですよね。食料、穀物が

なくなって穀物が上がったり、エネルギー

がなくなってそれが上がってくると。それ

が連鎖して様々な物価が高騰しています。

世界中でね。その中で建設費、これが上が

ってるらしいです。多分間違いないと思い

ますが。近隣の市庁舎の新しく建て替えた

自治体がありますね、近くに。それが、事

実は僕は確認してませんけど、どれぐらい

上がったかというと、ちょっとやそっとじ

ゃないらしい。50％ぐらい上がったんじゃ

ないのとか言う人もおられます。当然本町

の学校、これ建設するんですから価格が当

然上がってるんではないかと推察されるわ

けです。当初たしか35億円、こういうふう

に試算してたと思います。当然もうそろそ

ろ建築とかそういう価格とかいろいろ予算

も上げないかんし、どれぐらいなってきた

のか、ちょっと説明できますか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  令和２年３月議会の予算委員会におきま

して、学校事業のシミュレーションとして

償還資金のシミュレーション資料を説明い

たしました。当時のシミュレーションは学

校の建設にどれぐらいかかるというシミュ

レーションではなくて、町として例えばこ

ういう事業を行った場合にどのくらいの公

債費の負担がかかりどういう財政状況にな

るかというシミュレーションを説明をした

と認識しております。当時のシミュレーシ

ョンは35億円の事業費に対して15億円の国

庫補助金がある。そのうちの20億円のうち

約17億円を借り入れると年間の償還額が約

8,000万円になるというシミュレーションで

ございました。これらにつきましてはその

当時のシミュレーションですので、今後学

校の実施設計ができると同時に、さっき議

員がおっしゃった物価高騰も考えながら、

もう一度シミュレーションのほうはやり直

す必要があるのではないかと考えておりま

す。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  上がってるということは認識はあるんで

すよね。じゃあ幾ら上がってるかというと

ころですよね。これはシミュレーション、

20％上がってるとしたらこれぐらいになる、

30％上がってるとしたらこれぐらいになる、

50％上がってたらこれぐらいになるだろう

って、これは計算上できますよね。仮に

50％上がってるとしたら一体幾らになると

いうあれになりますかね。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  仮に、計算上の話になりますが、35億円

であった事業費が仮に50％アップとなると、

単純に1.5倍になりますので52億5,000万円
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ということになると考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  もしそうなったときに、この豊能町の財

政は持ちこたえられる予定ですかね。それ

ともやっぱり考え直してもらわんとちょっ

と困るよねと。どっちですか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  先ほど申し上げましたとおり、35億円と

いう数字は令和２年の３月議会でシミュレ

ーションをした結果になっております。そ

れが単純に今、仮に52億円となると、35億

円の当時の試算でも償還額が年間約8,000万

円という試算を出しております。それが52

億円になりますと、そこの償還額がちょっ

と今すぐ計算はできないんですけれども、

財政的な影響はかなり大きくなるのではな

いかというふうに考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  かなり影響を受けるということは、ちょ

っともう一度、庁内会議いうんか、幹部の

会議を開かなあかんと。これでいくのか、

いけへんのかと。いくとゴーサインを出し

たら、もう後ろへは引けないんですよね。

出して工事が入ったら。いや、やっぱり駄

目でしたいうことのないように、ちゃんと

試算し直していただきたいと思います。 

  これで私の一般質問を終わります。 

○副議長（永並 啓君） 

  以上で、小寺正人議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は、14時45分といたします。 

（午後２時32分 休憩） 

（午後２時45分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、吉田正子議員を指名いたします。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  議長より御指名をいただきましたので、

３番・吉田正子、これより一般質問をさせ

ていただきます。本日最後の一般質問です

ので、皆様もお疲れと思いますけども、分

かりやすい答弁をよろしくお願いします。 

  では最初に、認定こども園、小中一貫教

育学校についてですが、３月に新町長が就

任されましたが、過去の案件で前町長と同

じ路線を引きつがれるのか確認したいと思

います。西地区認定こども園について、西

地区におけるこども園開園計画令和９年の

変更の有無をお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  西地区における認定こども園の開園の計

画につきましては、令和４年７月29日の総

合教育会議で協議調整をいたしましたスケ

ジュールで進めており、現時点で令和９年

４月に認定こども園の開園する予定をして

おりますことについては変更はございませ

ん。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  分かりました。それでは次の質問、民間

に経営委託をする方針には変更はないのか、

開園場所はまだ明確になっていませんので

再度お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 
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  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  西地区の認定こども園の運営形態や運営

主体につきましては変更はございません。

運営形態につきましては保護者や町の意見

が反映できる公私連携、幼保連携型認定こ

ども園とする予定でございます。また運営

主体につきましては、町の財政状況を鑑み、

国府の補助金等の活用できる民間法人とし

ているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど質問させていただきましたんです

けども、開園場所はもう大体お決まりなん

でしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  認定こども園の設置場所につきましては、

本町の公共施設再編検討委員会の最終報告

を踏まえ、西地区の公共施設の再編とセッ

トで検討して決定していきたいと考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど開園計画は令和９年に変更はない

とお聞きいたしました。そうすると、民間

の方に説明などするためにもスケジュール

的にも、来年、令和５年度にしないといけ

ないと思うんですけど、場所、大丈夫なん

でしょうか。もう一度お願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和４年７月29日の総合教育会議で協議

調整いたしましたスケジュールでいいます

と、令和４年度中に設置場所を決めるとい

うようなスケジュールになっておりました。

現在、今後、西地区の公共施設の再編の協

議検討は進めていくことになると思います

が、場所が決定した時点で再度スケジュー

ルの調整は必要かと思います。ですが令和

９年度の開園が非常にタイトになっている

という状況ではないと思っております。な

ので場所が決定した後、再度スケジュール

を調整して令和９年４月に開園できるよう

に検討はしていきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  スピード感をもってよろしくお願いしま

す。 

  本町は、豊能町まち・ひと・しごと創生

総合戦略の中に、住みたくなる子育て環境

をつくるを明示しております。こども園の

設置の充実が少子化対策にも有効ですので、

ぜひもう一度実現を早くお願いいたしたい

と思います。 

  それでは次の質問、小中一貫教育学校に

ついて。東地区には令和４年４月に東能勢

中学校において一部は統合されていますが、

令和８年には本町において一貫教育学校を

開校する計画の変更はございませんでしょ

うか。お伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和２年８月に開催されました総合教育
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会議におきまして、令和８年４月、東西地

区それぞれに義務教育学校を開校すること

を確認しております。この点につきまして

は現在のところ変更なく進めていきたいと

思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  吉川中学校の改築における残留アスベス

トの問題で一時的に光風台小学校に生徒を

移動する計画の変更はどうなってるのでし

ょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  吉川中学校の校舎、施設、体育館等の施

設におきまして、アスベストの問題で令和

６年、７年度の２年間、吉川中学校の生徒

が光風台小学校に移り学習活動を行うとい

うことにつきましても、現在その予定で計

画をしておるところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  令和６年、７年度に光風台小学校にかわ

るということですので、令和５年度に改築

を考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  令和６年、７年度に光風台小学校に吉川

中学校の生徒が移る計画をしておりますの

で、令和５年度中にその受入れの施設の改

修等を行っていきたいと思っております。

予算につきましては、今は骨格予算という

ことで、今後、肉付けの予算の時に、予算

を今後要求していきたいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは、次の質問にいかせていただき

ます。 

  先ほど、小寺議員も聞かれまして、52億

2,000万円と聞いて、またこれもう一回質問

させていただきます。社会全体が物価上昇

になっているが、本工事の計画予算で大丈

夫なのかお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  現在、令和８年４月に、東西地区それぞ

れに義務教育学校開校に向け、現在、施設

整備に向け設計を行っているところでござ

います。現在の経済状況を踏まえ、実施設

計を行う上で、再度積算を詳細にしていく

予定でございますが、その中で物価高騰等

の影響が出るようでございましたら、可能

な限り、仕様等の変更も含めまして、当初

計画である35億円に向けて、そういう事業

費の高騰をなるべく抑えながら進めていき

たいと思っておりますが、現在のところま

だ実施設計をしておりませんので、事業費

が幾らかということは示すことはできませ

んが、今後もし事業費が上がるようでした

ら、その辺も、先ほど一般質問で総務部長

言いましたように、財政と協議をして、も

ちろん国府の補助金の影響もございますの

で、その辺も見ながら協議をしていきたい

と思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 
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  高騰を考えて予算がもしたくさんになれ

ば考えなければいけないということなんで

すけども、とても子どもたちに負担になら

ないように、そしてそれをやることによっ

て子育て世代の方に来ていただけるような、

やはり投資するところは投資をしていただ

きたいなと私は考えます。小中一貫教育の

目的は少子化における統廃合の合理化以外

に文部科学省が指導する重要な教育指導が

あります。あるべき小中一貫教育ならでは

の本町での教育基本方針をお伺いいたしま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  お答えいたします。 

  小中一貫教育の導入の目的は、小中学校

の教職員が義務教育修了時の出口を見据え、

目指す方向を共有し、一貫した教育を行い、

教育の質を高め、教育課題の解決を図るこ

とにあります。本町では小中一貫教育に就

学前教育の６年間を加え、15年間をつなぐ

保幼小中一貫教育を推進しております。目

指す子ども像、豊能町に誇りを持ち自信を

持って社会を生き抜く子どもの実現に向け、

ゼロ歳から15歳までの15年間の学びと育ち

をつなぎ、地域、保護者、教職員、行政が

一体となり、子どもたちのよりよい成長を

目指してまいります。なお、議員御質問の

教育基本方針でございますが、これは令和

４年度版でございます。令和５年度版もで

き上がっており、議員の皆様方にも近々お

配りをしたいというように思っております

が、その中にその基本方針は全て書いてお

りますが、一応読み上げさせていただきま

すと、基本方針につきましては、１、義務

教育修了段階を見通してつながりのある学

びを展開してまいります。２、地域資源、

豊かな自然、豊かな人材を生かした特色あ

る教育活動を展開します。３、狙いを明確

にした異校種、異学年、多様な人との交流

を積極的に進めます。４、全教職員が責任

をもって全ての子どもの指導支援を行って

まいります。豊能チャレンジ等で実態を把

握し、目標を定め、検証・改善をしてまい

ります。なお、具体的な取組といたしまし

て、新しい学びの段階、４・３・２制の導

入、５年生からの教科担任制の導入、そし

て相互乗り入れ授業の実施、豊能授業スタ

ンダードに沿った授業づくりの推進、豊能

未来課の実施、外国語活動の充実、キャリ

ア教育の充実、とよのチャレンジの実施、

それに加えまして池田議員のほうからも質

問がございましたが、自分で課題を見つけ

てそしてそれを自分なりの方法で進める、

宿題に代わるものとして自学ノート、一人

勉強ノートの導入を令和５年度から実施す

る予定でございます。学校でその日習った

中から自分で何をその日勉強するか、それ

を例えば放課後教室でやる、そのために地

域の人の応援もいただく、そして家に帰っ

てまた足らないところを自分の方法で勉強

する、そして家の人のサインをもらう、言

葉をもらう、学校に行って次の日これを先

生に出して花丸をもらったり、ホームラン

をもらったり、よく頑張った、そういうよ

うなことも先生から見てもらう、ノートを

見てもらう、そういうような学習も加えて

進めてまいりたいというように思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  丁寧な説明ありがとうございます。先生

方の負担になるかもしれないと思うんです

けれども、ノートのあれ、私とっても楽し
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みに、子どもたちもそれが次の学力につな

がると思いますので、やっていただきたい

なと思います。そして私なりの小中一貫学

校教育の政策を、少子化の統廃合の合理化

もありますが、生徒と生徒の関わりを増や

し、友達づくりに苦労しない。小学校から

中学校に自然に円滑に移行できる。いきな

り小学校から中学に進学すると環境の変化

によって不安になる子どもさんもおられま

すので、それをすることによって不登校の

改善にもなると思いますので、小学生と中

学生の先生方がチームワークを作り、質の

よいサポートを可能となる利点があると思

いますので、これも早期実現をお願いいた

します。どういう形になるか分からないけ

ども、小中一貫教育が進んでいくことをお

願いしたい。この質問は終わらさせていた

だきます。 

  それでは次の質問にいかせていただきま

す。 

  質のよい就学前教育についてに入らさせ

ていただきます。 

  令和５年、議会だより第144号の編集後記

で、三つ子の魂百までという記事を掲載さ

せていただきました。人間の脳は生涯を通

して成長していきますが、幼児期は大脳神

経の約80から90％が完成すると言われてい

るほど著しい成長を遂げます。幼児教育は

この特性を利用したものです。質の高い幼

児教育を実施した場合、その後の子どもた

ちの成長にどのような影響を与えるかとい

った調査検証が世界中で行われました。そ

の中で最も有名なのは2000年にノーベル経

済学賞を受賞したアメリカの経済学者ヘッ

クマン氏の就学前の質のよい教育論文です。

このグラフに注目していただけますでしょ

うか。このグラフに注目していただいて、

幼児から40歳までの人生を検証した……。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田議員、写っていませんし、具体的に

示してください。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  赤色が就学前教育を受けた幼児で、青色

が就学前教育を受けなかった幼児です。40

歳前後の赤色月給40ドル以上が29％、青が

７％です。持家は赤が36％で青が13％です。

そして生活保護の非受給率、つまり生活保

護の必要のない人は赤が29％、青が10％で

す。40年後の、幼児教育を受けた人と受け

なかった人の差は歴然とグラフに表してお

ります。ここで注意しなければいけないの

は、質のよい教育を受けた幼児と受けなか

った幼児では、知能ＩＱは４年から５年後

にはほとんど差はなくなります。では何が

違ってくるかというと、その後の人生で協

調性、積極性、探求心、社会性の向上など、

いわゆるリーダー格の人が多くなるとヘッ

クマン氏は言っております。このことから、

質のよい幼児教育の必要性が世界中と日本

の文部科学省にもインパクトを与え、国家

間で優秀な人材を幼児から育てる競争が始

まっています。 

  そこで質問に入ります。文部科学省の

2018年４月の幼稚園教育要領の中で、就学

前の幼児期に育ってほしい10条があります。

その周知と、本町では活用されているかお

伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  先ほど議員がおっしゃった幼稚園教育要

領や幼稚園教育要領の解説が示されておら

れます。幼児期の終わりまでに育ってほし

い10の姿として、一つ目、健康な心と体、

二つ目に自立心、三つ目に協同性、四つ目、
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道徳性・規範意識の芽生え、五つ目に社会

生活との関わり、六つ目に思考力の芽生え、

七つ目に自然との関わり・生命尊重、八つ

目に数量や図形、標識や文字などへの関

心・感覚、九つ目に言葉による伝え合い、

10番目に豊かな感性と表現でございます。

これが幼稚園教育要領にうたわれている10

の姿でございます。本町では従前から、幼

稚園、保育所、認定こども園では毎年、全

体的な計画というのを策定しております。

その全体的な計画とは、保育目標、その内

容と狙い、指導・援助等の年間計画などの

全てを含めた目標を達成するための大枠の

ものであります。年齢ごとに項目を定め、

例えば３歳では健康な心と体の目標として、

生活習慣の中でお箸の使い方を知るという

ような項目も掲げております。また、全体

的な計画は毎年作成しておりますので、年

度初めに職員間でも共有しているところで

すので、今言いました教育指針の中身につ

いては、この中で反映して、各園所で取り

組んでいるいうところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  説明ありがとうございます。 

  それでは次にいかせていただきます。 

  高知県では、全国に先駆けてユニークな

質の高い就学前教育が10年前から実施され

ています。先生方のこれですね。保育所、

幼稚園、認定こども園の施設が一緒になっ

てともに研修を受け、それぞれの意見を交

換し、課題点を話し合う。この施策は、保

育士、幼稚園教諭の負担になる支援も必要

ですが、学び続ける環境作りが先生方の資

質を上げ、結果的に幼児教育の資質の向上

となることを目的としています。ブロック

別研修を本町でも検討されるのでしょうか。

ちょっとお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  本町では、豊能町保育研究会、略して豊

保研というようなもの作っております。幼

稚園、保育所、認定こども園の保育士、幼

稚園教諭が毎年共通のテーマを定めて、外

部から講師を招くなどして、年間６回程度

研修を実施しているところでございます。

また、幼稚園、保育所、認定こども園、そ

れぞれの施設ごとでも研修を実施しており、

相互に公開保育を行っているところでござ

います。令和３年度からは、保幼小中一貫

教育の一環として、各研修で小中学校の先

生にも保育を公開し、小学校へ教育をつな

いでいくことを目的として取組をしている

ところでございます。先ほど議員がおっし

ゃった高知県のブロック研修でございます

が、私もネットで拝見はさせていただきま

した。13ブロックに分かれて、それぞれ保

育の充実に向けて取り組んでおられるとい

うところを拝見いたしました。本町でも北

摂ブロックがございます。これは箕面、豊

中、池田、豊能地区と三島地区の７市３町

で構成しておるところでございますが、そ

このブロックでも年間研修計画を策定して

相互に研修に参加できる、このようなこと

も取り組んでおりますので、これがブロッ

ク研修に相当するものであるかというよう

な認識を持っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  わかりました。ありがとうございます。 

  繰り返しになりますが、幼児教育の目的

は人としての社会生活が送れる基本的な人

間形成です。よく似た言葉に早期教育があ
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ります。早期教育とは有名幼稚園などの受

験合格を目的とした学力を先取りした教育

です。環境、立場によっては必要かもしれ

ませんが、遊びや日常生活を通して基本的

な幼児教育のほうが情緒面においては豊か

に発達し、社会ルールが守れる人材になる

と思います。 

  二つ目の質問はこれで終わらさせていた

だき、最後の質問、食物アレルギーの対応

について。 

  私たちが毎日口から入れる食品は、命を

支える大切な栄養源です。食の安全性が生

活を守ると言われているように、安全で安

心できる食べ物が人生を楽しく豊かにしま

す。しかしときには身体の安全を覆すよう

な症状、事故を食べ物が引き起こします。

本町の安全・安心な暮らしの継続からも、

食物アレルギー問題を定義したいと思いま

す。現代は食物多様化のため、食物アレル

ギーを持つ子どもの数は国内では年々増加

の傾向があり、改めて食物アレルギーの各

症状を、危険度の分かりやすい説明を求め

させていただきます。どのように本町は考

えられているのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  厚生労働省によりますと、我が国におけ

る食物アレルギー体質を持つ方の正確な人

数は把握できておらないようですけれども、

全人口の１％から２％、乳幼児では５から

10、学童児では１から３％ということで、

何らかの食物アレルギーを持っていられる

ということが考えられているようです。こ

のような食物アレルギーに対する有効な治

療法はございませんが、まずは原因となる

食物をまず食べないことが予防、治療を行

う上で大原則となります。そのため、アレ

ルギー体質を持つ方に適切な情報が伝える

ことができるよう、厚生労働省では食物ア

レルギーの原因となる食物を調査し、平成

17年より発症件数が多いものや発症した際

の症状が重いものについて、食品に使用し

た場合の表示を食品衛生法上義務付けられ

ております。食物アレルギーの症状の頻度

として多い順といたしまして、まずは皮膚

の粘膜の症状、次に消化器への症状、次に

上気道による症状、つづいて下気道による

症状、最後に全身性症状の順番でございま

す。摂取するアレルゲンの量や年齢によっ

ても症状の出現の仕方が異なり、授乳期に

は発赤疹、湿疹などの形をとることが多く、

その後離乳期から乳幼児には蕁麻疹や湿疹

など、皮膚症状に加え目の粘膜の症状であ

りますとか鼻の症状、また消化器の症状で

ありますとか下気道の症状などの形をとる

ことが多くなりまして、最重症の形として

アナフィラキシー反応が発生することもあ

るようです。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  教育のほうではどうでしょうか。お伺い

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  アレルギーの症状等につきましては先ほ

ど小森部長が言ったとおりでございます。

学校のほうにつきましては、給食は小中学

校あるいは保育施設、給食提供しておりま

すので、その辺の取組についてはこれは、

後の質問でもお尋ねかもしれませんが、本
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町独自のガイドラインはないんですが、大

阪府から教育庁提供される学校等の食物ア

レルギーのガイドラインを活用しまして、

養護教諭や看護師と情報共有しながら、そ

の辺の症状についてもその中できちんと対

応するように対応しているところでござい

ます。また、誤って誤飲とか誤食等があっ

た場合には、その対応についてヒヤリハッ

トの報告や事故報告を速やかに行うように

指示しておりますので、それを今後の対応

について活かしているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  本町では食物アレルギー疾患を持つ住民

の数は増えているのでしょうか、どうなの

でしょうか。ちょっとお尋ねいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  正確な数字ということは私ども持ってお

らないんですけれども、先ほどの説明でも

お答えしておりますが、我が国の全人口の

約１％から２％の方が何らかの食物アレル

ギーを持っておられるということは考えら

れているということですので、私どもの２

月末人口でいきますと１万8,451名の１、

２％とすると、約180人から360人程度の方

が何らかの食物アレルギーを持っておられ

るんじゃないかなというように判断できま

す。また、食物アレルギーは以前からござ

いましたけれども、国の資料なんかを読み

ますと、最近15年ぐらいの間に急増してい

るということでございますので、私ども本

町におきましてもその傾向はあるのではな

いかなという予測がされております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほどは子どもの分のガイドラインをお

聞きしましたので、もし住民の方でアレル

ギーとかそういうことがあって御相談があ

りましたときはどのような対応をされてい

るのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  先ほども入江部長からございましたが、

私ども本町としてのそういうガイドライン

というのはございませんが、国が出してお

りますいろいろな資料がございまして、そ

れに基づきまして私ども保健センターには

管理栄養士がいます。それでありますとか、

いろいろな健診、お子さんの健診事業の際

にも当然管理栄養士も同席しておりまして、

いろいろな御相談を受けてます。その中で

そういうアレルギーの話がもし出てくれば、

適切な御案内をさせていただくということ

になっております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  分かりました。先ほど教育のほうからも

ガイドラインをお聞きしましたけども、給

食についてお子様がアレルギー持ってられ

るっていう場合はどのような対処をされて

いるのか、再度お聞きいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 
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  学校では小中学校の給食における食物ア

レルギーの対応につきましては、保護者と

学校が情報共有して児童生徒の健康管理上、

安全衛生管理に十分配慮した上で除去等の

可能な対応を行っております。小学校にお

きましては医師の診断書または意見書に基

づきまして、保護者と栄養教諭、養護教諭

との面談に基づき、鶏卵あるいは乳製品等

の除去を行い、その除去につきましては個

別に学校で判断し対応をしているところで

ございます。 

  中学校給食につきましても、保護者に対

しアレルギーの調査用紙を配布し、食物ア

レルギーのある生徒につきましては、これ

も同様医師の診断あるいは意見書を調査票

に添付をし、提出をいただいておる状況で

ございます。それに基づきまして除去の、

これはデリバリーですので、対応の献立を

複数、４種類から選択をしていただいて、

乳製品等については牛乳の除去等を行い提

供しているところでございます。提供時に

おきましても配膳に間違いがないように、

アレルギー対応の献立の生徒については弁

当箱等にお名前を貼るなどの対応している

ところでございます。 

  園所につきましても在籍するお子さんに

つきまして、入所の園児や食物アレルギー

があることが判明した時点で食物アレルギ

ーに関する届け出を求めて聞き取り等行っ

ているところでございます。給食やおやつ

を食べる際にはその都度確認もしておると

ころでございます。また、これにつきまし

てアレルギーに関する給食用のファイルを

用意するなど、毎日の給食を作る前の伝達、

給食調理員が作成前に確認をするでありま

すとか、完成後の給食調理員から教室に配

膳する教員が受け取るときに確認も行いな

がら、事故が起こらないようにというとこ

ろでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  私も、食物アレルギーを持った方で、子

どもさんが遠くからこっちへ引っ越しされ

た方から、豊能町はよくやってくださって

るというお話を聞いてますので、これも一

つ豊能町のアピールになるんではないかと

私は考えます。 

  国内の食物自給率は低く、多くの外国の

食料を輸入品に頼っているのは周知のとお

りです。ゆえに、既成の食品には、期限を

長く保つために様々な添加物を入れている

ものも少なくありません。日本人の体質に

合わない食べ物も含まれているでしょう。

そのためアレルギー体質の方は特定してい

る食べ物以外でも突然症状が発生する可能

性がありますが、万一の場合は保健医療関

係がタイアップして迅速な対応をお願いし

たいと思います。 

  これで私の３月の一般質問を終わりたい

と思います。ありがとうございました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、吉田正子議員の一般質問を終わ

ります。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月23日午前９時30分より会議

を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後３時26分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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